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雛
の
里・八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り

あ
で
や
か
に
町
を
彩
る

雛
人
形
の
ふ
る
さ
と
八
女
で
、

２
月
14
日
㈰
か
ら
行
わ
れ
た

「
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
」。

十
二
単
衣
と
束
帯
姿
の
結
婚
式
が
行

わ
れ
た
両
日
に
は
、
一
目
見
よ
う
と
多

く
の
親
子
連
れ
な
ど
が
詰
め
か
け
ま

し
た
。
福
島
八
幡
宮
で
挙
式
を
挙
げ

た
２
組
の
カ
ッ
プ
ル
は
、
花
で
飾
ら
れ

た
ア
ー
チ
を
親
族
や
友
人
の
祝
福
を

受
け
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

二
人
を
出
迎
え
た
地
元
の
幼
稚
園
・

保
育
園
児
と
と
も
に
巫
女
の
先
導
を

受
け
、
白
壁
の
町
並
み
を
時
代
絵
巻

さ
な
が
ら
に
練
り
歩
き
ま
し
た
。
沿

道
の
見
物
客
か
ら
は
、
祝
福
の
拍
手

と
と
も
に
「
お
め
で
と
う
」
の
言
葉
が

か
け
ら
れ
、
２
組
の
カ
ッ
プ
ル
は
笑
顔

で
応
え
て
い
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
福
島
地
区
一
帯
の
約

１
０
０
か
所
に
雛
人
形
が
飾
ら
れ
て

お
り
、
桃
色
の
提
灯
を
目
印
に
多
く

の
人
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

（上）市内の園児が
お雛様に扮し、挙
式後の２人を祝いパ
レードをしました
（下）横町町屋交流
館などでは飾られた
雛飾りなどを多くの
人が眺めていました

横町町家交流館に飾られた雛人形の数々
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「
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
」
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
、
十
二
単
衣

と
束
帯
姿
の
結
婚
式
が
行
わ
れ
た
２
月
28
日
㈰
と
3
月
14
日
㈰
は
、

会
場
の
福
島
地
区
一
帯
は
あ
で
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

２月28日

３月14日
新郎 立石敏幸さん♥新婦 恵理子さん

新郎 山口慎介さん♥新婦 美樹さん
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第
21
回 

夢
た
ち
ば
な
観
梅
会

新
八
女
市
誕
生
記
念
第
21
回
夢

た
ち
ば
な
観
梅
会
が
、
２
月

20
日
㈯
〜
28
日
㈰
ま
で
の
間
、
谷
川

梅
林
一
帯
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
広
大
な

80
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
に
は
、
約
３
万

本
の
梅
の
木
。
期
間
中
は
４
万
５
千
人

が
訪
れ
、
ふ
っ
く
ら
と
咲
き
ほ
こ
っ
た

梅
の
花
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
物

産
展
会
場
に
は
、
立
花
の
特
産
品
の

梅
干
し
や
タ
ケ
ノ
コ
の
加
工
品
や
農
産

物
が
売
ら
れ
、
多
く
の
人
が
買
い
求
め

て
い
ま
し
た
。

期
間
中
の
土
日
に
は
、「
ワ
イ
ン
セ

ラ
ー
・
田
崎
廣
助
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

を
開
放
し
、
今
年
も
、「
竹
あ
か
り
幻

想
の
世
界
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
内
は
、
光
友
小
学
校

６
年
生
の
卒
業
記
念
作
品
や
一
般
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
八
女
市
立
花
消
防
団
に
よ

る
竹
と
う
ろ
う
の
数
々
。
約
３
０
０
０

本
の
竹
と
う
ろ
う
が
灯
さ
れ
た
ワ
イ
ン

セ
ラ
ー
内
は
ま
る
で
別
世
界
。
竹
と
う

ろ
う
に
よ
る
幻
想
的
な
雰
囲
気
と
や
さ

し
い
竹
あ
か
り
で
浮
か
び
上
が
る
作
品

に
、
見
に
来
て
い
た
人
々
は
感
嘆
の
た

め
息
を
も
ら
し
て
い
ま
し
た
。

（上）多くの人が広大な梅
林内を散策していました
（中）物産展会場では、地
元の特産品を買い求める人
でにぎわいました
（下）キウイワインやあまお
うワインや梅ワインなど試
飲即売も好評でした

満開に咲きほこった梅の花

八女市立花消防団制作の「俵屋宗達の風神雷神図」。新八女市を愛していきたいという思いが込められています

会
場
の
谷
川
梅
林
一
帯
で
は
、
多
く
の
人
が
咲
き
ほ
こ
っ
た
梅
の
花
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
竹
と
う
ろ
う
が
灯
さ
れ
た
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
内
は
幻
想
的
な
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

香
り
立
つ
梅 

ゆ
ら
め
く
竹
あ
か
り
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日
時
　
４
月
15
日
（
木
）
10
時
30
分
〜

会
場

　
素す
さ
の
お

盞
嗚
神
社
境
内

こ
の
式
典
は
、
藤
の
花
を
た
た
え
地
域
の

発
展
と
市
民
の
幸
福
を
祈
念
し
藤
の
根

元
に
お
神
酒
を
注
ぐ
神
事
で
す
。
か
つ
て

の
戦
火
や
約
２
０
０
年
前
に
黒
木
が
大
火

に
あ
っ
た
際
、
大
変
な
損
傷
を
受
け
た
藤

の
根
元
に
酒
の
粕
を
与
え
た
こ
と
で
樹
勢

が
元
に
戻
っ
た
と
い
う
こ
と
に
由
来
し
て

お
り
、
以
後
毎
年
お
神
酒
を
注
ぐ
よ
う
に

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

期
間

　
４
月
17
日（
土
）〜
５
月
５
日（
祝
）

時
間
　
９
時
〜
17
時

黒
木
の
特
産
品
や
季
節
野
菜
の
ほ
か
、
い

も
ま
ん
じ
ゅ
う
、
だ
ご
汁
な
ど
の
郷
土
料

理
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

期
日
　
４
月
25
日
（
日
）　

受
付
　
10
時
〜
15
時
　

参
加
料
　
５
０
０
円

藤
棚
を
拠
点
に
、
黒
木
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
散
策
し
ま
す
。

期
間
　
大
藤
ま
つ
り
期
間
中

時
間
　
19
時
〜
22
時
　

期
間

　
４
月
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）・

４
月
22
日
（
木
）
〜
５
月
５
日
（
祝
）

場
所
　
素
盞
嗚
神
社
境
内

期
間
　
４
月
17
日（
土
）〜
４
月
30
日（
金
）

場
所
　
元
・
川
口
鮮
魚
店

※
「
た
け
の
こ
寿
司
」、「
ふ
な
や
き
だ
ご
」、

「
だ
ご
汁
」
な
ど
の
軽
食
が
食
べ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
地
元
の
手
作
り
に
よ
る
特
産

品
も
販
売
し
ま
す
。

期
間

　
４
月
18
日（
日
）〜
４
月
29
日（
祝
）

場
所

　
黒
木
ま
ち
な
み
交
流
館
（
旧
松

木
家
住
宅
）

※「
だ
ご
汁
セ
ッ
ト
」や「
白
玉
ぜ
ん
ざ
い
」

な
ど
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

樹
齢
６
０
０
余
年
の
歴
史
を
誇
る
国
指
定
天
然
記
念
物
「
黒
木
の
大
藤
」。
応
永
２
年
（
１
３
９
５
年
）
に
後
征
西
将
軍
良
成
親
王
の
手
で
植
栽
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
境
内
に
は
約
３
，
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
藤
棚
が
広
が
り
、
１
メ
ー
ト
ル
を
超
す
花
房
が
川
風
に
た
な
び
き
、
周
囲
は
藤
の
芳
香
に
つ
つ
ま
れ
ま
す
。

黒
木
大
藤
ま
つ
り

 

期
日
／
４
月
17
日
（
土
）
〜
５
月
５
日
（
祝
）　

会
場
／
素す
さ
の
お

盞
嗚
神
社
周
辺

★

★

●黒木総合支所

●八女市黒木地域交流センター
　「ふじの里」

●福岡銀行

●西日本シティ銀行

●黒木警部交番

★

Ｐ

Ｐ

Ｐ

物産展会場
市街

●●●
●●●●●●

●●●●●●

●●●

矢部川

シバザクラ花園
（大藤から徒歩5分）

黒木の大藤

●●●

案内図

歩行者専用
（9：00～17：00）

津江神社の大樟

→矢部

南仙橋

国道442号

下町の古い町並み

昨年の神酒召せの式典の様子

◉
藤
の
花
神
酒
召
せ
の
式
典

◉
物
産
展

◉
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

◉
大
藤
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

◉
お
お
ふ
じ
茶
屋　
A

◉
無
料
湯
茶
接
待

◉
さ
く
ら
茶
屋　
B

AB
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◆
藤
の
開
花
の
状
況
は
黒
木
町
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

http://w
w
w.tow

nkurogi-ta.jp/

問
い
合
わ
せ

黒
木
町
観
光
協
会

（
☎
４
２
・
９
１
９
０
）

黒
木
総
合
支
所
産
業
経
済
課
商
工
観
光
係

（
☎
４
２
・
１
１
１
５
）

星野

立花

上陽
←八女

◉期日＝５月１５日（土）～１６日（日）　
◉会場＝星のふるさと公園とその周辺の茶畑、上郷地域交流センター
◉内容＝茶摘み体験（雨天時お茶の加工体験）、お茶を使ったアウトドアクッキング、
　　　　星空観察、その他自然体験活動（茶畑で遊ぶ、集団レク、生活体験、グルー
　　　　プ活動）　※雨天決行。その他状況によりプログラムを変更する場合があります。
◉参加費＝７，５００円（１泊３食、指導費、資料代、保険料他）
◉対象・定員＝幼児から中学生まで　３５人
※幼児の参加は１６日の日帰り参加のみで保護者同伴となります。詳細はお問い合わせく
ださい。
◉募集期間＝４月１日（木）～４月３０日（金）の先着順、電話受け付け
◉問い合わせ＝財団法人星のふるさと事務局
　　　　　　　（担当 :星のふるさと自然学校　土居さん）　☎３１・５５８８

斜面に筑紫シャクナゲ約５，０００本が咲きほこりま
す。期間中は、「だご汁定食」「手造りこんにゃく」
などの販売も行われます。
◉期間＝４月１７日（土）～５月５日（祝）
◉会場＝星野村ミヤシノシャクナゲ園
◉問い合わせ＝八女市星野支所建設経済課
　☎５２・３１１４　　　※関連記事は１３ページ　
　

とびだせ星の探検隊
お茶のこ彩々玉露組「茶」 

ミヤシノシャクナゲまつり

◉期日＝４月２４日（土）～２５日（日）
◉時間＝１０時～１７時
◉会場＝男ノ子焼の里
◉内容＝男ノ子焼登り窯の窯開き・即売会、
　　　   男ノ子焼の里の郷土料理、
             手作りこんにゃくなどの販売、
　　　　たけのこ掘り体験（有料）、もちつき体験など
◉問い合わせ＝八女市男ノ子焼の里　☎２２・５４３２
　八女市立花町「北山地区地域振興会議」☎２３・４７１３

男ノ子焼の里
れんげ祭り

◉期間＝４月11日（日）まで
◉時間＝１０時～１７時（毎週水曜休館日）
◉会場＝ほたると石橋の館　交流室
　　「日本の桜の名所１００選」（財団法人日本さくらの会選定）に選ばれた１００か所の桜の
　　写真を見ることができます。美しい桜の咲く風景の数 を々どうぞお楽しみください。
◉問い合わせ＝ほたると石橋の館　☎５４・２１５０

全国の桜写真展

期
日
　
４
月
24
日
（
土
）・
25
日
（
日
）・

29
日
（
祝
）

※
物
産
展
会
場
か
ら
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。
年
に
一
度
こ
の
時
期
だ

け
、蔵
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
、「
古
久
」

の
試
飲
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間
　
４
月
17
日（
土
）〜
５
月
５
日（
祝
）

場
所

　
樋
口
善
造
氏
自
宅
ア
ト
リ
エ

期
間

　
４
月
17
日（
土
）〜
５
月
５
日（
祝
）

場
所
　
鏝
絵
ギ
ャ
ラ
リ
ー

期
日
　
４
月
25
日
（
日
）

公
演
時
間
　
①
13
時
〜
　
②
15
時
〜

場
所

　
素
盞
嗚
神
社
境
内

※
大
正
時
代
か
ら
祭
礼
の
余
興
と
し
て
黒

木
の
大
淵
地
区
本
田
で
行
わ
れ
て
き
た

「
本
田
仁
○
加
」
の
出
張
公
演
で
す
。

◉
『
古
久
蔵
』
蔵
開
き

◉
樋
口
善
造
作
品
展

◉
酒
井
武
雄
鏝
絵
展

◉
本
田
仁に

わ

か
○
加
特
別
出
張
公
演
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平
成
21
年
１
月
18
日
か
ら
、
八
女
エ

リ
ア
（
旧
八
女
市
）
及
び
上
陽
エ
リ
ア

（
旧
下
横
山
小
校
区
、
旧
尾
久
保
小
校

区
、
轟
・
黒
岩
地
区
、
打
越
地
区
、
舟

木
地
区
）
で
運
行
し
て
い
ま
す
。
運
行

時
間
は
、
平
日
の
み
の
８
時
か
ら
17
時

ま
で
。
１
時
間
間
隔
で
、
午
前
４
便
、

午
後
４
便
、
計
８
便
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
30
分
前
ま
で
に
電
話
で
予
約
を
し
て

い
た
だ
く
と
、
自
宅
や
病
院
、
お
店
の

前
ま
で
迎
え
に
行
き
ま
す
。

　「
乗
合
」
で
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の

人
が
乗
り
降
り
さ
れ
ま
す
。
時
間
に

ゆ
と
り
を
持
っ
て
予
約
し
て
い
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
料
金
は
同
一
エ
リ

ア
内
で
あ
れ
ば
、
１
回
の
乗
車
に
つ
き

３
０
０
円
で
す
。

　
利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
の
登
録

が
必
要
で
す
。
市
役
所
地
域
支
援
課
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
「
八
女
エ
リ
ア
」
と
「
上
陽
エ
リ
ア
」

間
の
移
動
（
上
陽
↓
八
女
、
八
女
↓
上

陽
）、
ま
た
エ
リ
ア
外
の
移
動
に
つ
い
て

は
路
線
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
今
あ
る
交
通
機
関
や
合
併
前
の
各
市

町
村
で
行
わ
れ
て
い
る
交
通
対
策
と
の

調
整
な
ど
、
様
々
な
課
題
を
解
決
し
た

う
え
で
、
平
成
22
年
度
下
半
期
か
ら
新

八
女
市
全
域
で
実
証
運
行
を
始
め
る
予

定
で
す
。
そ
の
後
、
利
用
状
況
な
ど
を

分
析
し
て
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
本
格

運
行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
支
援
課
交
通
対

策
係
（
☎
２
３・１
２
２
４
）

　
病
院
や
買
い
物
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
人
か
ら
感
想
を
聞
き

ま
し
た
。

▽
こ
れ
ま
で
バ
ス
停
ま
で
歩
い
て

行
く
の
が
大
変
だ
っ
た
の
で
、
助

か
っ
て
い
ま
す
。

▽
入
院
中
の
夫
の
着
替
え
を
持
っ

て
行
っ
て
い
る
の
で
、
本
当
に
便

利
。

▽
年
金
暮
ら
し
で
、
毎
回
タ
ク

シ
ー
に
乗
る
こ
と
も
で
き
ず
、
２

時
間
か
け
て
歩
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
３
０
０
円
と
い
う
料
金

は
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
。

▽
３
年
前
に
夫
を
亡
く
し
て
、
出

か
け
る
機
会
が
減
っ
て
い
ま
し
た
。

バ
ス
停
ま
で
遠
い
の
で
あ
り
が
た

い
で
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

八
女
市
で
は
今
年
１
月
か
ら
、
予
約
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行
を
始
め
ま
し
た
。

利
用
状
況
は
、
２
月
末
時
点
で
、
登
録
者

１
２
５
４
人
、
延
べ
乗
客
数
８
５
５
人
。
１

日
の
乗
客
数
は
、
初
め
の
こ
ろ
は
20
人
前
後

で
し
た
が
、
今
で
は
60
人
を
超
え
る
日
も
あ

り
、皆
様
の
間
に
、順
調
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

電
話
一
本
で

家
ま
で
送
迎

料
金
１
回

３
０
０
円

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
は

今
後
の
取
り
組
み

　滞納処分により差し押さえた財産をネットオークションを利用して売却します。インターネット公売に参加するには、事前に『参加申込』が必要です。また、滞納された市税等の完納などにより公売が中止になることもあります。■公売物件
[ 動産 ] ●小型シュレッダー ●九谷焼花瓶 ●カメラ（ペンタックスＴＡＭＲＯＮ）●柱時計（セイコー）ほか全８点■参加申込期間
４月13日㈫13時 00分～４月26日㈪23時 00分■入札期間＝ [動産 ]※せり売り５月７日㈮13時 00分～５月９日㈰23時 00分※公売物件の詳細、見積価額及び参加申込方法は、４月13日㈫以降に「八女市ホームページ」または「Yahoo! JAPAN官公庁オークション」で確認ください。問い合わせ＝八女市役所納税課徴収係（☎２３・２６６６）

　滞納処分により差し押さ
えた不動産の期日入札を

行います。た

だし、滞納された市税等
の完納などにより中止に

なることもあり

ます。
■公売物件

[土地 ]　所在地　八女市
吉田字立畑1527番 3、1

527番 9

　　　 　地　目　　宅地

　　　　 地　積　　計 
２９８．４８㎡

[建物 ]　所在地　八女市
吉田字立畑1527番地 3、

1527番地９

       　　 構　造　　木
造セメント瓦・スレート葺

平家建

      　　  床面積　　１１
４．３５㎡

■見積価格　　　　４，４
８０，０００円

　公売保証金額　　　４
４８，０００円

■入札日　４月22日㈭1
0時　八女市役所 202会

議室

※ 公売物件の詳細につき
ましては、下記までお問い

合わ

せください。

問い合わせ＝八女市役所
納税課徴収係（☎23・2

666）

差押財産のインターネット公売を行います差押財産の期日入札を
行います

利
用
者
の

料
金
は
１
回
３
０
０
円

声
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広報やめ　2010.4.17

提
案
実
践
団
体
に 

50
万
円
を
助
成

　
市
民
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
団
体
か
ら
、

「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
提
案
事
業
」を
募
集
し
ま
す
。

協
働
と
は
、
地
域
の
様
々
な
公
共

的
課
題
に
対
し
て
、
市
民
と
市
役

所
が
そ
の
解
決
に
向
け
て
役
割
を

分
担
し
支
え
あ
っ
て
取
り
組
む
こ

と
、
市
民
の
た
め
に
な
る
こ
と
を

自
分
た
ち
で
も
し
て
い
こ
う
と
す

る
こ
と
で
す
。
地
域
づ
く
り
や
地

域
活
性
化
を
進
め
る
提
案
を
お

願
い
し
ま
す
（
※
上
の
昨
年
度
採

択
内
容
を
参
考
）。
募
集
要
項
、

応
募
企
画
書
な
ど
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
＝
5
人
以
上
の
団
体

●
選
考
方
法
＝
企
画
内
容
や
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
選
考

●
助
成
金
＝
事
業
実
施
経
費
と

し
て
助
成
金
（
50
万
円
以
内
）

を
交
付
。

※
助
成
金
を
交
付
さ
れ
た
団
体

は
、
活
動
内
容
の
公
開
や
、
市

民
へ
の
普
及
啓
発
等
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
ほ
か
、
事
業
終
了

後
、
成
果
報
告
会
な
ど
で
発
表

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
書
類
＝
「
平
成
22
年
度

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
提
案
事
業
応
募
企
画
書
」

に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切
＝
４
月
30
日
㈮

●
日
時
＝
４
月
９
日
㈮
19
時
〜

●
会
場
＝
八
女
市
東
公
民
館
２

階
５
号
室

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
地

域
支
援
課
（
☎
２
３・１
２
２
４
）

旧
黒
木
町
で
は
、
地
域
資

源
を
生
か
し
た
特
産
品

開
発
を
推
進
す
る
た
め
、
平

成
19
年
度
か
ら
「
黒
木
町
特

産
品
開
発
支
援
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
地
域
資
源
を

生
か
し
た
焼
酎
の
開
発
や
加
工

施
設
の
整
備
な
ど
、
こ
れ
ま
で

12
件
の
事
業
を
採
択
し
て
い
ま

す
。
事
業
の
実
施
を
希
望
す
る

人
（
グ
ル
ー
プ
）
は
、
黒
木
総

合
支
所
産
業
経
済
課
商
工
観

光
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

1
事
業
名

「
特
産
品
開
発
支
援
事
業
」

2
補
助
の
内
容

　
奥
八
女
黒
木
の
地
域
資
源

や
特
性
を
生
か
し
た
農
産
物
加

工
品
等
の
開
発
に
要
す
る
経
費

に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

〈
施
設
整
備
費
※
保
健
所
の
許

可
が
必
要
で
す
〉

▽
設
備
工
事
費
（
給
排
水
施

設
、電
気
設
備
、浄
化
槽
な
ど
）

▽
流
し
台
▽
加
工
器
具
等
の
購

入
費
な
ど

〈
商
品
開
発
費
〉

▽
加
工
品
試
作
経
費
▽
パ
ッ

ケ
ー
ジ
・
ラ
ベ
ル
等
開
発
製
作

費
▽
包
装
・
真
空
パ
ッ
ク
等
に

要
す
る
機
器
整
備
費

〈
販
路
開
拓
お
よ
び
販
売
促
進

活
動
費
〉

　
テ
ス
ト
販
売
費
お
よ
び
販
売

促
進
活
動
費

〈
そ
の
他
〉

　
そ
の
他
特
産
品
開
発
に
特

に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
経
費

3
補
助
対
象
者
お
よ
び
補
助

率〈
補
助
対
象
者
〉

　
旧
黒
木
町
に
所
在
す
る
団

体
ま
た
は
住
所
を
有
す
る
個
人

で
、
奥
八
女
黒
木
の
地
域
資
源

や
特
性
を
生
か
し
た
農
産
加
工

品
等
の
開
発
に
取
り
組
む
も
の

〈
補
助
対
象
事
業
費
の
限
度
額
〉

　
１
０
０
万
円
以
内

〈
補
助
率
〉

▽
事
業
主
体
が
２
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
は
、
認
定
事
業
費
の
２

分
の
１
以
内

▽
事
業
主
体
が
個
人
の
場
合

は
、
認
定
事
業
費
の
３
分
の
１

以
内

4
申
込
期
限
　
９
月
30
日
㈭

5
事
業
完
了
期
限
　
平
成
23

年
１
月
31
日
㈪

※
対
象
は
住
所
・
事
業
所
と
も

に
旧
黒
木
町
内
に
限
り
ま
す
。

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

補
助
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。（
原
則
先
着
順
）

●
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
総
合
支

所
産
業
経
済
課
商
工
観
光
係

 （
☎
４
２
・
１
１
１
５
）

平成 21年度採択団体名と採択事業内容
上妻よらんかい 八女市民として知っておいてもらいたい問題集製作
八女日本語教室　よ～ら話そう 外国籍住民の地域生活サポートのための日本語教室
イルミネーションプロジェクト実行委員会 八女伝統工芸館横の藤棚・鉄道公園のイルミネーション装飾
八女サッカー協会 プロサッカーコーチを招聘したサッカー教室
ＳＯＵＴＨ（サウス）クラブ 小２までを対象とした運動神経を刺激する運動教室等
青少年ボランティアの会 会登録者相互の連携と指導力アップのための講習会等
子育ちネットワークやめ ママ中心となる講座やイベント等にパパ、祖父母等にも参加を募り子育ての理解を深めてもらう取り組み
めだか塾　ＰＢ商品開発特別委員会 ＰＢ商品開発チャレンジによる観光資源の発掘と男女がともに担うまちづくりを創出
NPO法人グラウンドワーク福岡 都市住民や外国人が、上陽地域の伝統芸能や祭り等にふれ交流の中で地域の経済・文化再生を図る取り組み
やめトレイル探検隊 自転車を使用した地域体験の方法を考案する取り組み

H22年度

募集
します

参考

最高

事
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

提
案
事
業
を
募
集
し
ま
す

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

日本語教室よーら話そう

ボカジャパンサッカークリニック

イルミネーションプロジェクト

特産品開発を支援します
旧黒木町内の皆

さん　



燃えるごみ（市収集） 八女市環境センター
（直接持ち込み）

し尿くみ取り
（八女市衛生センター）黒　木 上　陽 矢　部 星　野

４月２６日㈪ 月曜収集区域 　搬入可 ○

12２７日㈫ 火曜収集区域 　搬入可 ○

12２８日㈬ 水曜収集区域 　搬入可 ○

２９２９日㈷ × 木曜収集区域 × 木曜収集区域 　× ×

12月３０日㈮ 木・金曜収集区域 金曜収集区域 　搬入可 ○

５月　１日㈯ × × × × 　　× ○

２日㈰ × × × × 　　× ×

12月３３日㈷ × × × × 　　× ×

４日㈷ × × × × 　　× ×

　12月５日㈷ 水曜収集区域 × × 水曜収集区域 　　× ×

　12月６日㈭ 木曜収集区域 　搬入可 ○

　12月７日㈮ 金曜収集区域 　搬入可 ○

八
女
市
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
持
ち
込
み
は
９

時
〜
15
時
（
12
時
〜
13
時
を
除
く
）
ま
で
で
す
。

八女、
立花の区域

黒木、上陽
矢部、星野の区域

燃えるごみ
（市収集）

クリーンセンター・リサイク
ルプラザ（直接持ち込み） し尿くみ取り

４月２６日㈪ 月曜収集区域 　搬入可 　 ○

12２７日㈫ 火曜収集区域 　搬入可  　○

12２８日㈬ × 　搬入可  　○

２９２９日㈷ 木曜収集区域 　搬入可  　×

12月３０日㈮ 金曜収集区域 　搬入可  　○

５月　１日㈯ × 　　×  　×

２日㈰ × 　　×  　×

12月３３日㈷ × 　　×  　×

４日㈷ × 　　×  　×

　12月５日㈷ × 　　×  　×

　12月６日㈭ 木曜収集区域 　搬入可  　○

　12月７日㈮ 金曜収集区域 　搬入可 　 ○

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
の
直

接
持
ち
込
み
は
８
時
30
分
〜
16
時
45
分
で
す
。

（
不
燃
・
資
源
ご
み
は
搬
入
証
明
書
が
必
要
）

し
尿
く
み
取
り
は
予
約
制
で
す
の
で
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。 の「

ご
み
収
集
」と

「
し
尿
く
み
取
り
」

この期間はごみの量の増加が見込まれ、交通事情などにより収集時間が変わることがありま
す。収集後のごみ出しがないようにお願いします。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
ご
み
収
集
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
期
間
の
ご
み
の
直
接
持
ち
込
み
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、

時
間
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◉問い合わせ
　八女市役所　社会環境課生活環境係（☎ 23・1462）
　立花支所　　市民生活福祉課環境係（☎ 23・4932）

◉問い合わせ
　黒木総合支所　市民生活課環境係　　　　　（☎ 42・1463）
　上陽支所　市民生活福祉課市民生活福祉係　（☎ 54・2218）
　矢部支所　市民生活福祉課生活福祉係　　　（☎ 47・3111）
　星野支所　市民生活福祉課生活福祉係　　　（☎ 52・3113）

Ｇ
Ｗ

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

山
火
事
予
防

運
動
実
施
！

八
女
消
防
本
部
（
☎
２
４・０
１
１
９
）

暖
か
い
春
の
陽
気
の
訪
れ
と
と

も
に
、
田
畑
や
山
林
で
の
農

作
業
が
忙
し
さ
を
増
し
て
く
る
こ
ろ

で
す
。
伐
採
や
剪せ
ん
て
い定

し
た
枯
れ
枝
、

畑
や
水
田
周
辺
の
あ
ぜ
道
を
野
焼
き

す
る
な
ど
火
を
扱
う
作
業
が
多
く
な

り
ま
す
。
こ
の
時
季
は
乾
燥
し
た
強

い
風
が
吹
き
、
火
災
が
起
こ
り
や
す

い
も
の
で
す
。
火
を
扱
う
際
は
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◉
た
き
火
を
し
て
い
る
時
は
そ
の
場

を
離
れ
な
い
。

◉
強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に
は
、
た

き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
。

◉
完
全
に
火
が
消
え
た
こ
と
を
確
認

し
て
か
ら
そ
の
場
を
離
れ
る
。

◉
消
火
用
の
水
を
必
ず
用
意
す
る
。

◉
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず
消
す
と

と
も
に
投
げ
捨
て
な
い
。

最
新
鋭
救
急
車
配
備

２
月
23
日
㈫
、
八

女
東
消
防
署
矢
部

分
署
に
最
新
鋭
の

救
急
車
を
配
備
し

ま
し
た
。

室
内
が
広
く
設
計
さ
れ
、
血
圧
、

脈
拍
な
ど
患
者
の
状
態
を
読
み
取
る

装
置
や
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
A
E
D
）、
搬
送
用
担
架
な
ど
最
新

の
資
器
材
を
備
え
て
い
ま
す
。
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広報やめ　2010.4.19

犬日にち 場　　　　　所 時　　間
4月5日㈪ 八女 八女市役所裏駐車場 13:30 ～ 15:00

4月6日㈫ 上陽

八女市上陽保健センター 10:00 ～ 11:10
八女市農村婦人の家 11:30 ～ 11:50
八女市研修センター 13:20 ～ 13:50
ますがたコミュニティセンター跡地 14:20 ～ 14:40
コミュニティセンター耳納 15:00 ～ 15:20

4月7日㈬

八女
八女市西公民館 10:00 ～ 10:45
八女市東公民館 11:15 ～ 12:00

星野
小野第１区多目的集会施設 13:20 ～ 13:50
長尾地区農村集落センター 14:00 ～ 14:20
耳納館 14:30 ～ 15:00

4月8日㈭
八女 下津江公民館 10:00 ～ 11:30

星野
上郷地区交流センター 13:10 ～ 13:30
星野支所駐車場 14:00 ～ 15:00

4月9日㈮

八女 ＪＡ忠見支所跡 10:00 ～ 11:30

矢部
飯干地区集会場 13:30 ～ 13:50
八女市矢部公民館（中央公民館） 14:10 ～ 14:30
高巣地区集会場 14:50 ～ 15:10

4月12日㈪ 八女 ＪＡ福岡八女北支店 13:30 ～ 15:00
4月19日㈪ 黒木 豊岡コミュニティセンター 13:10 ～ 14:40

4月20日㈫ 黒木

八女市黒木体育館（旧町民体育館） 10:20 ～ 11:50
ＪＡ福岡八女黒木支店（田代） 13:15 ～ 13:45
神露淵集荷場 14:05 ～ 14:25
串毛コミュニティセンター 14:45 ～ 15:15

4月26日㈪ 黒木
黒木矢部共同乾燥調整施設 13:30 ～ 14:10
八女市黒木体育館（旧町民体育館） 14:30 ～ 15:00

4月27日㈫
八女 ふくおか酪農業協同組合（JA三河支所跡） 10:00 ～ 11:30

黒木
笠原東交流センター 13:30 ～ 13:50
笠原集会場 14:10 ～ 14:30

4月28日㈬
八女 室岡公民館 10:00 ～ 11:30

黒木
平野肥料倉庫 13:30 ～ 13:50
大淵小学校車庫 14:20 ～ 15:20

5月12日㈬ 立花
白木コミュニティセンター 10:00 ～ 11:00
北山コミュニティセンター 13:30 ～ 15:00

5月13日㈭ 立花
八女市立花体育館 10:00 ～ 11:30
ＪＡ下辺春支店跡 13:30 ～ 14:15
辺春コミュニティセンター 14:45 ～ 15:30

5月18日㈫ 八女
ＪＡ福岡八女北支店 10:00 ～ 11:30
八女市役所裏駐車場 13:30 ～ 15:00

5月19日㈬
八女

八女市西公民館 10:00 ～ 10:40
八女市東公民館 11:10 ～ 11:50

星野 星野支所駐車場 13:30 ～ 14:00
上陽 八女市上陽保健センター 14:40 ～ 15:30

5月20日㈭
黒木

豊岡コミュニティセンター 10:20 ～ 10:50
八女市黒木体育館（旧町民体育館） 11:10 ～ 11:50

矢部 八女市矢部公民館（中央公民館） 13:30 ～ 14:00
黒木 大淵小学校車庫 14:40 ～ 15:30

5月25日㈫ 立花

北山コミュニティセンター 10:00 ～ 10:30
白木コミュニティセンター 11:00 ～ 11:30
八女市立花体育館 13:15 ～ 14:15
辺春コミュニティセンター 14:45 ～ 15:15

狂
犬
病
は
大
変
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
発
症
後

の
死
亡
率
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
で
、
現
在
も
確
立

し
た
治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
内
で
は
１
９
５
６
年

以
降
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
全
世
界
で
は
毎
年
５
万

人
以
上
の
死
者
が
出
て
い
ま
す
。

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
は
、
犬
を
市
町
村

へ
登
録
す
る
こ
と
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
る
こ

と
が
、
狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
違
反
者
に
は
罰
則
が
あ
り
ま
す
）

予
防
注
射
は
年
１
回
、
登
録
は
生
涯
に
１
度
で
す
。

※
予
防
注
射
に
は
犬
が
動
か
な
い
よ
う
に
で
き
る
人
が

連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
首
輪
・
リ
ー
ド
の
装
着
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
飼
い
犬
の
死
亡
、
飼
い
主
の
住
所
変
更
等
は
、
社
会

環
境
課
ま
た
は
各
支
所
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

※
八
女
市
内
す
べ
て
の
会
場
で
注

射
を
受
け
る
事
が
で
き
ま
す
。

日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
お
釣
り
が
要
ら
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

◉
料
金
　
注
射
手
数
料
＝
３
，
０
５
０
円

　
　
　
　
新
規
登
録
料
＝
３
，
０
０
０
円

※
新
規
登
録
の
場
合
は
、
合
計
で
６
，
０
５
０
円
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
環
境
課
（
☎
２
３・１
４
６
２
）

　
黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
課
（
☎
４
２・１
４
６
３
）

　
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
２
３・４
９
３
２
）

　
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
５
４・２
２
１
８
）

　
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
４
７・３
１
１
１
）

　
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
５
２・３
１
１
３
）

畜犬登録および狂犬病予防集団注射予定※時間厳守・雨天決行

の登録と
狂犬病の
予防注射
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上
記
の
内
容
の
は
が
き
が
市
役
所
に
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
高
齢
者
の
歩
行
中
の
死
亡
事
故
は
、
半
数
以
上
が

夜
間
の
発
生
で
す
。
目
立
た
な
い
服
装
が
、
夜
間
の
交

通
事
故
死
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
早
朝
や
夜
間
は
、
昼
間
と
比
べ
て
大
変
見
え
に
く
く

な
り
ま
す
。
外
出
の
際
に
は
で
き
る
だ
け
白
っ
ぽ
い
服
装

で
出
か
け
る
か
、
反
射
材
を
身
に
つ
け
る
、
懐
中
電
灯
を

持
つ
な
ど
し
て
、
車
か
ら
目
立
つ
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
普
段
か
ら
白
・
黄
色
・
オ
レ
ン
ジ
・
水
色
・

ピ
ン
ク
な
ど
、
明
る
い
色
の
服
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
転
車
は
道
路
交
通
法
上
、
車
両
の
一
種
（
軽
車
両
）

で
す
。
自
転
車
も
交
通
事
故
を
起
こ
せ
ば
責
任
を
問
わ

れ
ま
す
。
正
し
い
ル
ー
ル
を
知
り
、
安
全
に
自
転
車
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

　
夜
間
は
、
前
照
灯
お
よ
び
尾
灯
（
ま
た
は
反
射
器
材
）

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
車
と
同
様
に
、
飲
酒
運
転
も
携
帯

電
話
で
話
し
た
り
メ
ー
ル
を
し
た
り
し
な
が
ら
の
運
転
も

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
違
反
す
る
と
、

5
万
円
以
下
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　（
八
女
警
察
署
／
八
女
市
役
所
生
活
安
全
課
）

　早朝、夕方な
ど薄暗い時間帯

で

の散歩は、歩行
者の姿が見えに

く

く、何度もひ
やっとします。

運転

者も気をつけて
いますが、歩行

者

も分かるように
反射材などを身

に

つけるよう指
導をお願いし

ます。

特にお年寄りは
あぶないです。

　また、自転車
の無灯火も多く

、こ

れは道路交通
法違反になるの

で厳

しく取り締まっ
てもらいたいで

す。

　　　　　　
　　（匿名希望

）

普
段
か
ら
明
る
い

服
を
着
用
し
、
夜

間
の
交
通
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

白の服装

黒の服装

あなたから車が見えても、
車からあなたが見えない場合があります。
ドライバーから見た場合、明るい服装で約45ｍ、黒っぽい服装で約
20ｍまで近づかなければ歩行者と確認できません。

〈ドライバーが歩行者と確認できた時点〉

約20ｍ

約45ｍ

危
な
い
！

反射材

明るい色
の服を着
ましょう

反射材を
身につけ
ましょう

４/6火　 15木 春の交通安全県民運動

半
数
以
上
が
夜
間
発
生

自
転
車
は
正
し
く
乗
り
ま
し
ょ
う

すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい
着用を徹底しよう
●シートベルトは助手席や後部座席の同乗者にも必ず着用させましょう。
●6歳未満の子どもを乗車させる場合は、体格に合ったチャイルドシートの
使用と後部座席への正しい取り付けを周知徹底しましょう。
自転車の安全利用を推進しよう
●歩道を通行することができる場合は車道寄りを
徐行し、歩行者の迷惑にならないようにしましょう。
●交差点に入る時は、飛び出すことなく、交通ルールに
従って左右の安全を確認しましょう。
飲酒運転を撲滅しよう
●飲酒運転は犯罪です。また、二日酔いやアルコールが
身体に残った状態での運転は絶対にしないでください。

新１年生も通学し
ます。安全運転を
お願いします。

10　2010.4.1　広報やめ

歩行者の姿が見
えず、

ひやっ～としま
す。

ひやっ！
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まず、池の山キャンプ場では、

春の味覚を家族で楽しむことができる毎年人気のイベント、

「里山体験キャンプ～春の若菜摘み編～」が、

4月 3日 ( 土 ) ～ 4 日 ( 日 ) と 4 月 10 日 ( 土 ) ～ 11 日 ( 日 ) 

にそれぞれ開催されます。

星野村・星のふるさと公園内を自然散策しながら、

春の山菜を収穫・調理しておいしく頂く１泊２日の体験キャ

ンプです。

参加費は、１泊２日（３食付き）で大人 6,500 円。（小学生

未満は 1,500 円）

家族で楽しく参加できるキャンプです。

また、天文台施設・星の文化館では、4月17日 (金 )・18日 (日 ) 

に、

「三日月を撮影しよう」のイベントが開催されます。

三日月は満月よりもクレーターがはっきり見えるとか。

星の文化館の大型望遠鏡を用い、ご持参頂いたデジタルカメ

ラや

携帯電話のカメラで撮影することができます。

記念に残る一枚になるはずです。

参加費は、星の文化館の入館料（大人 500 円・小学生 300 円・

幼児 100 円）です。

102102

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
１
（
旧
市
町
村
会
館
）
の
整
備
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
に
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
し
た
が
こ
の
た
び
工
事
に
着
手
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
２
月
中
旬
に
こ
の
工
事
に
関
す
る
入
札
を
行
っ
た
結
果
、

15
億
３
３
０
０
万
円
（
税
込
）
の
請
負
金
額
で
三
井
住
友
・

イ
ノ
ウ
エ・
馬
場
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
が
落
札
（
６

社
抽
選
に
よ
り
）
し
、
３
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
工
事

請
負
契
約
の
承
認
が
終
わ
り
ま
し
た
の
で
、
３
月
中
旬
に

着
工
い
た
し
ま
し
た
。
約
１
年
間
の
工
期
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
平
成
23
年
３
月
下
旬
の
完
成
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
後
、
備
品
等
の
配
備
、
施
設
の
調
整
や
試
運
転
、

養
生
等
の
期
間
等
を
約
３
か
月
要
し
ま
す
の
で
、
そ
の
後

に
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
工
事
期
間
中
は

何
か
と
ご
不
便
や
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３・１
３
１
８
）

　
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館
企
画
展
の

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
食
の
文
化
」
で
す
。

　
食
器
は
、
料
理
を
盛
り
付
け
る
道
具
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
あ
る
時
は
、
料
理
と

共
に
食
卓
を
彩
り
、
ま
た
あ
る
時
は
、
来

客
へ
の
「
も
て
な
し
の
心
」
を
表
現
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
の
企
画
展
で
は
、
八
女

市
内
の
旧
家
で
現
在
で
も
使
わ
れ
続
け
て

い
る
様
々
な
食
器
を
展
示
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
３
月
30
日
㈫
〜
４
月
25
日
㈰
10
時

〜
17
時
（
入
館
無
料
・
無
休
）

会
場
＝
横
町
町
家
交
流
館（
本
町
94
番
地
）

問
い
合
わ
せ
＝
同
館（
☎
２
３・４
３
１
１
）

八女の旧家に伝わる食器展

工
事
を
着
工
し
ま
す

いよいよオープンします

４月の
横町町家
交流館の
催し

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
１

（
旧
市
町
村
会
館
）

地域交流センター2（旧中央公民館）

Ｈ23年3月末
完成予定

4月15日か
ら使用可能

　お待たせしました。いよいよ４月15日㈭から地域交流セン
ター２（旧中央公民館）が使用できるようになります。
●開館時間＝9時～22時
●休館日＝日曜日、祝日、12月29日～１月３日
●利用申請の受付（受付時間は９時～17時）
〈４月利用〉４月12日㈪※抽選なし　〈５月利用〉４月15日㈭
〈６月利用〉５月６日㈭　※以後、利用される月の前月１日から受
付を開始、申請書と使用料を施設内事務室で受け付けます。
※１日が休日の場合は翌日。「利用許可申請書」は市役所内男女
共同参画・生涯学習課と交流センター事務室に準備しています。
●使用料＝室料１時間あたり１５０円～３７０円　
冷暖房費…コイン式（100円硬貨使用）１時間100円
（第３研修室のみ30分１００円）
●問い合わせ＝〈４月５日㊊まで〉男女共同参画・生涯学習課
（☎２３・１３１８）
〈４月６日㊋以降〉八女市地域交流センター（☎２２・５３３２）

２月末現在累計額＝６２３万４８６７円

●三河小学校へ
　三河小学校ＰＴＡ資源回収＝児童図書77冊

 ふるさと支援寄附

 寄附のお礼（敬称略）
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市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、俳句、
身辺雑記、市へのご意見や質問などの
投稿をお待ちしています。

　
公
立
病
院
前
の
信
号
が
押
し
ボ
タ
ン
な
の
で
す

が
、
待
ち
時
間
が
長
い
で
す
。
信
号
が
な
い
横
断

歩
道
な
ら
ば
、
歩
行
者
優
先
で
車
に
止
ま
っ
て

も
ら
え
渡
れ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
信
号
が
あ
る

た
め
に
赤
信
号
で
渡
る
人
も
多
く
、
危
な
い
で
す
。

ま
た
、
具
合
が
悪
い
時
の
信
号
待
ち
は
つ
ら
い
で

す
。
す
ぐ
青
に
変
わ
る
信
号
か
、
信
号
機
な
し
に

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
匿
名
）

　
公
立
病
院
前
の
信
号
機
に
つ
い
て
、
管
轄
で
あ

る
八
女
警
察
署
に
お
尋
ね
し
ま
し
た
。
同
様
の
相

談
が
ほ
か
に
も
あ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
八
女

署
で
は
「
信
号
機
の
表
示
（
灯
火
）
切
り
替
え
周

期
を
調
整
す
る
こ
と
を
検
討
中
」
と
の
こ
と
で
し

た
。
信
号
機
を
撤
去
す
る
案
に
つ
い
て
は
、「
現

地
の
安
全
面
を
最
優
先
す
れ
ば
信
号
機
は
必
要

な
対
策
で
あ
る
」
と
の
こ
と
で
す
。
歩
行
者
の
皆

さ
ん
は
信
号
機
の
表
示
を
守
り
、
運
転
者
の
皆
さ

ん
は
交
差
点
付
近
で
は
歩
行
者
に
注
意
を
払
う

な
ど
し
て
、
交
通
安
全
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
生
活
安
全
課
）

　
旧
黒
木
町
、
上
陽
町
、
矢
部
村
、
星
野
村
で

使
用
し
て
い
た
ご
み
袋
は
３
月
末
で
使
え
な
く
な

る
と
聞
き
ま
し
た
。
古
い
ご
み
袋
は
新
し
い
ご
み

袋
と
交
換
し
て
い
た
だ
け
る
そ
う
で
す
が
、
ど
ち

ら
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

古
い
袋
は
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
有
効
活
用
す
る

◎
あ
な
た
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
素
朴
な

疑
問
な
ど
、
あ
な
た
の「
声
」
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
は
が
き
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
を
利
用

し
て
、お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
市
長
へ
の
は
が
き
」

は
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接

ご
本
人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・

氏
名・
電
話
番
号
等
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
八
女
市
総
合
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

　

あ
な
た
の
申
し
出
に
よ
り
、あ
な
た
に
代
わ
っ

て
市
政
に
対
す
る
苦
情
を
簡
易
迅
速
に
処
理

し
、
市
の
仕
事
に
不
備
な
点
や
制
度
に
問
題
が

あ
る
と
き
は
、
市
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求

め
る
意
見
表
明
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
＝
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

事
務
局
（
総
務
課
内 

☎
２
３
・
１
１
１
１
）

方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　（
複
数
の
人
か
ら
）

　
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
黒
木
町・

上
陽
町
・
矢
部
村
・
星
野
村
の
ご
み
は
、
八
女
市

環
境
セ
ン
タ
ー
（
旧
八
女
東
部
環
境
セ
ン
タ
ー
）

で
処
理
し
て
お
り
、
ご
み
袋
の
料
金
も
違
っ
て
い
ま

し
た
。
２
月
か
ら
ご
み
袋
料
金
を
統
一
し
、
旧
八

女
東
部
で
使
用
し
て
い
た
ご
み
袋
も
統
一
す
る
た

め
、
旧
ご
み
袋
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
旧

ご
み
袋
は
、
４
月
か
ら
８
月
の
間
に
新
し
い
ご
み

袋
と
交
換
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
旧
ご
み
袋
は
む

だ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
清

掃
作
業
な
ど
に
有
効
活
用
い
た
し
ま
す
の
で
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。
交
換
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

各
支
所
（
総
合
支
所
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
黒
木
総
合
支
所
、
上
陽
支
所
、
矢
部
支
所
、
星

野
支
所
）

公
立
病
院
前
の
信
号
の

待
ち
時
間
を
短
く
で
き
ま
せ
ん
か

八
女
東
部
で
使
用
し
て
い
た

ご
み
袋
に
つ
い
て

降
り
し
き
る
雨
に
う
た
れ
て
山
茶
花
は
花
び
ら
落
と
し
春
に
息
吹
け
り 

田
中
　
　
淳
郎

久
々
に
見
上
げ
し
冬
の
カ
シ
オ
ペ
ア
心
が
ず
ん
と
澄
み
渡
り
ゆ
く 

月
足
　
い
つ
子

気
ま
ぐ
れ
の
神
の
宿
り
て
続
け
ざ
ま
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
に
空
晴
れ
渡
る 

山
口
　
ミ
ユ
キ

宝
く
じ
の
列
に
並
ぶ
は
最
終
日
見
知
ら
ぬ
人
と
夢
を
語
り
合
う  

堤
　
　
　
聖
子

音
も
な
く
風
に
吹
か
る
る
落
葉
に
も
青
あ
お
と
生
き
た
夏
の
日
の
あ
り 

大
塚

　
キ
ク
ヱ

五
時
起
き
で
子
ら
の
弁
当
こ
し
ら
え
た
ま
だ
頑
張
り
の
き
い
た
あ
の
頃 

仁
田
原

　
陽
子

餌
求
め
飛
び
交
い
て
い
し
鷗
ら
は
汽
笛
を
き
き
て
姿
消
し
た
り  

中
島

　
　
通
子

月
ご
と
に
寄
付
を
届
け
て
二
十
年
九
十
五
歳
の
老
の
記
事
読
む  

酒
井

　
　
寿
子

一
万
余
の
核
持
つ
国
の
指
導
者
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
く
る
不
可
思
議 

遠
山

　
　
　
功

黒木短歌会

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 22.4）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファックスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言、どんなことでも結構です。将来
の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につい
ては実現に向けて努力してまいります。

写真やイラスト・絵画・短歌・俳句など、何でも結構です。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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４月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
　※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　　　土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3707

図書館だより

⑯Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

　
奥
山
に
、
ひ
っ
そ
り
と
気
高
く
咲
き

ほ
こ
る
筑
紫
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
。
星
野
村
に

あ
る
ミ
ヤ
シ
ノ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
園
で
は
毎
年

４
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
５
千

本
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
１
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
山
裾
を
ピ
ン
ク
色
に
染
め
上
げ
ま
す
。

こ
の
時
期
、「
一
度
に
こ
れ
だ
け
の
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
が
見
ら
れ
る
所
は
ほ
か
に
な
い
」と
、

九
州
各
地
か
ら
見
物
客
が
訪
れ
ま
す
。

　
こ
の
園
は
、
田
邊
道
康
さ
ん
が
山
に

自
生
し
て
い
た
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
１
本
１
本

自
宅
に
持
ち
帰
り
、
孫
の
よ
う
に
愛
情

を
込
め
て
育
て
上
げ
た
も
の
。
亡
く
な

る
5
年
前
の
平
成
11
年
、
土
地
建
物
ご

と
村
に
寄
贈
。
田
邊
さ
ん
の
意
思
は
地

元
の
人
々
に
受
け
継
が
れ
、
園
の
管
理

や
開
花
期
の
来
園
者
接
待
な
ど
、
地
域

あ
げ
て
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
16
年
に
村
か
ら
園
の
管
理
を

委
託
さ
れ
た
荒
山
さ
ん
。
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

を
育
て
販
売
し
て
い
た
経
験
を
生
か
し
、

さ
ら
に
植
栽
を
進
め
、
い
っ
そ
う
見
ご

た
え
の
あ
る
園
へ
と
育
て
上
げ
ま
し
た
。

「
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
は
、
こ
こ
で
は
ど
こ
の
庭

先
に
も
あ
る
ほ
ど
身
近
な
花
で
す
が
、

繊
細
で
日
の
当
た
り
具
合
や
気
温
な
ど

管
理
が
難
し
い
。
１
年
間
草
取
り
や
肥

料
を
や
っ
て
大
切
に
管
理
し
、
こ
の
時

期
（
３
月
中
旬
）
つ
ぼ
み
が
つ
く
と
ほ
っ

と
し
ま
す
。
し
か
し
花
が
咲
い
て
か
ら

も
遅
霜
が
降
ら
な
い
か
と
心
配
で
す
ね
」

　
花
の
見
ご
ろ
は
４
月
中
旬
か
ら
５
月

初
め
に
か
け
て
。
わ
ず
か
２
週
間
の
花

の
時
期
を
過
ぎ
る
と
、
再
び
花
芽
摘
み
、

草
取
り
な
ど
来
年
に
向
け
て
の
作
業
が

始
ま
り
ま
す
。
今
年
は
花
芽
も
多
く
、
き

れ
い
な
花
が
期
待
で
き
る
と
荒
山
さ
ん
。

「
来
て
い
た
だ
く
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

の
が
う
れ
し
い
で
す
。
地
域
は
過
疎
化
し

て
い
ま
す
が
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
里
と
し
て

活
気
に
も
つ
な
が
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
」

ミ
ヤ
シ
ノ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
園
を
管
理
す
る  
荒
山  
久
繁
さ
ん
（
星
野
村
柳
）

《上陽、立花、矢部、星野分館の休館日》
※月曜及び祝・休日、最終金曜日
5㈪、12㈪、19㈪、26㈪、29㈷、30㈮★

《本館の休館日》※月曜、最終金曜日
5㈪、12㈪、19㈪、26㈪
30㈮★は館内整理日のため休館図書館の休館日

４月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

「今年もきれいな花が期待できます」と、つ
ぼみを見つめる荒山さん

シャク
ナゲの里を

守り続
ける

　絵本や紙芝居など親子
でお楽しみください。

♥本館　〈日時〉3日、10
日、17日、24日※いず
れも土曜日14時～
〈場所〉おはなしコーナー
♥黒木分館　
〈日時〉１0日㈯10時～
〈場所〉おはなしコーナー

４月のよみきかせ 　
２
０
０
１
年
12
月
に
公
布
・
施

行
の
「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
法
」

に
よ
り
、
４
月
23
日
を
「
子
ど
も

読
書
の
日
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
図
書
館
で
利
用
し
な
く
な
っ
た

本
や
雑
誌
を
無
料
で
お
譲
り
し
ま

す
。
お
一
人
様
10
冊
ま
で
。
本
を

入
れ
る
袋
は
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
期
日
＝
４
月
17
日
㈯
〜
25
日
㈰

10
時
〜
17
時

　
場
所
＝
本
館
２
階
ロ
ビ
ー
と
研

修
室

　
３
つ
の
分
館
で
移
動
図
書
館
を
運

行
し
て
い
ま
す
。

　
上
陽
分
館
＝
毎
月
第
３
木
曜
日
　

　
黒
木
分
館
＝
『
ゆ
め
み
ら
い
号
』

毎
週
水
、
木
、
金
、
土

　
星
野
分
館
『
走
る
ゆ
め
の
ブ
ッ
ク

ラ
ン
ド
号
』
＝
毎
週
水
曜
日

　
巡
回
日
や
巡
回
場
所
は
、
八
女
市

立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
八
女
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
れ
ま
す
）の「
移

動
図
書
館
」
↓
「
分
館
移
動
図
書
館

日
程
」
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

4月のあかちゃんよみきかせ
　0歳～2歳児を対象によみき
かせやわらべうたなどをします。
♥本館　
〈日時〉21日㈬11時～
〈場所〉おはなしコーナー
♥黒木分館
〈日時〉24日㈯10時～
〈場所〉おはなしコーナー

い
ら
な
く
な
っ
た
本
や
雑
誌
を
無
料

で
お
譲
り
し
ま
す
。

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
の
お
知
ら
せ
♪

移
動
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

《黒木分館の休館日》
※火曜及び祝・休日、最終金曜日
6㈫、13㈫、20㈫、27㈫、29㈷、30㈮★

２
０
１
０

年
は
「
国

民
読
書
年
」

４
月
23
日
は

「
子
ど
も
読

書
の
日
」

　平成22年４月から、土日祝日
の本館の開館時間が変わります。
★土日祝日
〈変更前〉10時～20時
〈変更後〉10時～18時
※1月・2月・8月は10時～20時
※平日の開館時間（10時～20時）
は変更ありません。

４月から　　土・日・祝日の
開館時間が変わります

本館

ミ
ヤ
シ
ノ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
ま
つ
り
（
星
野
村
柳
）
＝
４

月
17
日
〜
５
月
５
日
、
地
元
女
性
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
だ
ん
ご
汁
や
農
産
物
な
ど
の
販
売
が
あ
り
ま
す
。

問
星
野
支
所
建
設
経
済
課（
☎
５
２・
３
１
１
４
）
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なぜ なぜ 人権 － あらゆる差別をなくすことをめざして － ■問い合わせ＝人権・同和教育課（☎23・2074）

新
一
年
生
に
な
ら
れ
た
小
中
学
生
の
み
な
さ

ん
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
、

配
ら
れ
て
い
る
教
科
書
は
、
公
立
の
小
学
生
か
ら

中
学
生
ま
で
無
償
で
配
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め｢

教
科
書
は
配
ら
れ
る
も
の｣

｢

教
科
書
は
無
償

（
タ
ダ
）
が
当
た
り
前｣

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

八
女
市
の
場
合
（
平
成
22
年
度
）
小
学
１
年
生

で
は
３
，
２
６
５
円
、
３
年
生
で
は
４
，
１
８
８

円
と
一
番
た
か
く
、
小
学
校
６
年
間
で
１
８
，

７
３
１
円
。中
学
校
３
年
間
で
は
１
３
，５
６
４
円
。

小
中
学
校
合
わ
せ
て
３
２
，
２
９
５
円
と
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
教
科
書
を
一
度
に
買
う
と
結

構
か
か
り
ま
す
よ
ね
。｢

タ
ダ
だ
か
ら
大
切
に
し
な

く
て
い
い
や｣

と
か
、
落
書
き
を
し
た
り
、
学
校

に
置
い
て
帰
っ
た
り
と
、
粗
末
に
扱
っ
て
い
た
人
が

い
る
な
ら
、
こ
れ
を
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
教
科
書
を

大
切
に
扱
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

｢

教
科
書
は
無
償
に
し
て
ほ
し
い｣

さ
て
、
昔
は
、
教
科
書
は
タ
ダ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
当
時
の
人
た
ち
は
、
兄
弟
、
姉
妹
、

知
人
が
使
っ
た
教
科
書
を
お
さ
が
り
で
も
ら
っ
た

り
、
友
だ
ち
と
貸
し
合
っ
て
使
っ
た
り
、
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
っ
て
使
え
な
く
な
っ
た
物
だ
け
を
買
っ
た

り
し
な
が
ら
、
と
て
も
大
切
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。

戦
後
し
ば
ら
く

は
、
教
科
書
を
手

に
す
る
の
に
、
今

と
違
っ
て
お
金
が

か
か
っ
た
た
め
経

済
的
に
厳
し
か
っ

た
家
庭
や
、
部
落

差
別
に
よ
り
貧
困

で
あ
っ
た
家
庭
で

は
大
き
な
負
担
と

な
り
、
ノ
ー
ト
や

教
科
書
を
買
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で

き
な
い
子
ど
も
た

ち
が
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
教

科
書
を
揃
え
る

に
は
小
学
校
約

７
０
０
円
。
中
学
校
約
１
，
２
０
０
円
が
必
要
で

し
た
。
今
で
は
、
子
ど
も
の
お
小
遣
い
で
買
え
そ

う
な
額
で
す
が
、
保
護
者
に
と
っ
て
は
高
額
な
金

額
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
日
雇
い
の
日

当
が
３
０
０
円
で
、
１
日
の
生
活
費
に
相
当
し
た

か
ら
で
す
。
当
時
、
公
務
員
の
初
任
給
が
１
２
，

９
０
０
円
。
中
卒
者
の
初
任
給
８
，
０
０
０
円
。

昭
和
46
年
ご
ろ
に
な
る
と
、
大
卒
者
の
初
任
給
は

約
４
万
円
で
ち
な
み
に
お
豆
腐
の
値
段
は
１
丁
15

円
で
し
た
。

教
科
書
無
償
化
運
動
は
今
か
ら
約
41
年
前
、
高

知
県
の
被
差
別
部
落
出
身
の
保
護
者
の
人
た
ち
か

ら
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
原
動
力
に
な
っ
た
の
は
、

子
ど
も
た
ち
に
満
足
な
教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
で
す
。

紫
雲
丸
（
し
う
ん
ま
る
）
事
件
の
悲
し
み

教
科
書
無
償
化
運
動
が
起
こ
る
６
年
前
、
こ
ん

な
悲
し
い
話
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
30
年
５
月
高

知
市
長
浜
の
中
学
校
が
修
学
旅
行
に
行
き
ま
し

た
。
修
学
旅
行
に
行
か
せ
る
た
め
に
親
た
ち
は
貧

し
い
暮
ら
し
な
が
ら
も
借
金
を
し
た
り
、
ボ
ス
ト

ン
バ
ッ
ク
や
靴
や
水
筒
な
ど
、
親
戚
や
知
り
合
い

か
ら
借
り
た
り
し
て｢

な
く
し
た
ら
ダ
メ
だ
よ｣

と
子
ど
も
た
ち
に
言
い
聞
か
せ
送
り
出
し
ま
し
た
。

当
時
、
本
州
に
渡
る
の
に
は
宇
高
連
絡
船
が

唯
一
の
ル
ー
ト
で
し
た
。
高
松
を
出
航
し
て
わ
ず

か
16
分
。
濃
霧
の
た
め
貨
車
航
送
船
と
衝
突
し
、

１
６
８
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
引
率
教
員
４
人

と
生
徒
１
１
７
人
が
乗
っ
て
い
ま
し
た
が
、
生
徒

28
人
が
犠
牲
と
な
り
、
う
ち
16
人
も
の
被
差
別
部

落
の
子
ど
も
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
16
人
の
子
ど

も
た
ち
は
、
衝
突
し
た
と
き
借
り
て
い
る
か
ば
ん

な
ど
を
取
り
に
甲
板
か
ら
船
室
に
戻
っ
た
た
め
逃

げ
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
家
の

た
め
に
働
き
、
中
学
を
出
た
ら
す
ぐ
に
仕
事
に
就

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
が
子
に
、
せ
め
て
友
だ

ち
と
最
後
の
楽
し
み
を
味
あ
わ
せ
て
や
り
た
い
と

親
は
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
た
ち
も
親
の

思
い
を
知
っ
て
い
た
か
ら
、
借
り
て
い
た
も
の
を
命

を
賭
け
て
取
り
に
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
海
の
近

く
で
暮
ら
し
、
海
の
恵
み
を
生
業
と
し
て
き
た
部

落
の
子
ど
も
た
ち
で
し
た
が
、
家
の
手
伝
い
に
明

け
暮
れ
る
毎
日
で
川
へ
泳
ぎ
に
行
く
機
会
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
教
科
書
無
償
化
運
動
は
そ
う

い
っ
た
差
別
と
貧
困
か
ら
の
解
放
を
願
っ
た
親
た

ち
の
思
い
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
こ
ろ
、
母
親
た
ち
は
、
学
校
の
教
師
と
学

習
会
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
憲
法
を
学
習
し
て
い

る
際
に
、
憲
法
第
26
条
の
条
文
を
発
見
し
ま
す
。

｢

す
べ
て
の
国
民
は
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
そ
の
保
護
す
る
子
女
に
普
通
教
育
を
受
け
さ

せ
る
義
務
を
負
う
。
義
務
教
育
は
こ
れ
を
無
償
と

す
る｣

こ
の
条
文
は
母
親
達
を
強
く
動
か
し｢

教

科
書
を
タ
ダ
に
す
る
会｣

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

高
知
県
か
ら
始
ま
っ
た｢

教
科
書
無
償
運
動｣

は
、

憲
法
の
精
神
と
部
落
の
人
を
は
じ
め
、
貧
し
い
人

た
ち
の
熱
い
思
い
が
一
致
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
の

後
国
会
で
も
取
り
あ
げ
ら
れ
、
文
部
省
は
昭
和
38

年
12
月
、｢

義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の

無
償
措
置
に
関
す
る
法
律｣

（
無
償
措
置
法
）
を

成
立
さ
せ
、
翌
昭
和
39
年
４
月
、
小
学
校
１
年
生

か
ら
順
次
無
償
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
義
務
教
育
の

子
ど
も
た
ち
全
員
に
無
償
配
布
さ
れ
た
の
は
昭
和

44
年
４
月
の
こ
と
で
し
た
。

４
月
10
日
は
教
科
書
の
日
で
す

今
、
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
、
本
当
に

当
た
り
前
な
の
か
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
問
わ
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の

運
動
は
私
た
ち
と
は
決
し
て
無
縁
で
は
な
い
こ
と
に

気
づ
い
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
、
も
し
も
教
科
書
を
な
く
し
た
時
は
、

今
度
は
、
お
金
を
出
し
て
買
わ
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
教
科
書
は
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

教
科
書
は

全
部
で
い
く
ら
？

今
回
は
教
科
書
に

つ
い
て
の
話
で
す

Ｑ
．１
年
生
の
教
科
書
。

一
体
い
く
ら
す
る
の
で

し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
は

分
か
り
ま
す
か
？答え

は
欄
外

答
え

❶
３
１
５
円
❷
２
９
３
円

❸
７
８
７
円
❹
１
９
６
円

❺
１
４
５
円

❷

❹

❶

❸

❺

【
参
考
文
献
】

「
部
落
問
題
学
習
の
授
業
ネ
タ
」（
部
落
問
題
学
習
ネ
タ
つ

く
ろ
う
会
著
）
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◉
学
生
納
付
特
例
と
は

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

20
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金
の
被

保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
学
生
に
つ

い
て
は
、
在
学
中
の
国
民
年
金
保
険
料

納
付
を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
本
人
の
所
得
が
一
定

以
下
の
学
生
を
対
象
と
し
て
お
り
、
申

請
に
基
づ
き
適
用
さ
れ
ま
す
。
家
族
の

所
得
は
問
い
ま
せ
ん
。

◉
申
請
方
法

４
月
１
日
か
ら
、
本
庁
市
民
課
の
国

保
年
金
係
お
よ
び
各
支
所
の
年
金
担
当

係
の
窓
口
で
申
請
で
き
ま
す
。
代
理
の

人
（
ご
両
親
な
ど
）
が
申
請
さ
れ
る
場

合
は
、
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
な
ど
）
と
印
鑑
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
申
請
人
と
別
世
帯
の
人
が

申
請
に
来
ら
れ
る
場
合
は
、
委
任
状
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
本
年
２
月
下
旬
ま
で
に
学
生
納
付
特

例
の
承
認
を
受
け
て
い
る
人
で
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
は
が
き
式
の
申
請
書
が

送
ら
れ
て
き
た
人
は
、
そ
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。

◉
添
付
書
類

①
国
民
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
通
知
書

初
め
て
国
民
年
金
の
資
格
を
取
得

さ
れ
た
人
が
、
資
格
取
得
届
の
届
出
と

同
時
に
こ
の
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合

は
、
添
付
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
学
生
等
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

　
在
学
証
明
書
（
発
行
日
が
平
成
22
年

４
月
１
日
以
降
の
も
の
）
ま
た
は
、
学

生
証
の
写
し
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
各
種
学
校
に
あ
っ
て
は
、
修
業
年

限
が
１
年
以
上
の
課
程
に
在
学
し
て
い

る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
在
学
証
明

書
等
で
証
明
で
き
る
場
合
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
平
成
22
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し

た
人
は
、
所
得
証
明
書
な
ど
前
年
所
得

の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
書
類
が
必
要
で
す
。

※
会
社
な
ど
を
離
職
し
て
学
生
と
な
っ

た
人
は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
が
必

要
で
す
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
原
則
と
し
て
保
険
料
の
納
付
済
期

間
等
が
25
年
以
上
必
要
で
す
。
学
生
納

付
特
例
制
度
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、

こ
の「
25
年
以
上
」と
い
う
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
額
の
計
算
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
将
来
満
額
の
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
、
10
年

以
内
に
保
険
料
を
納
付（
追
納
）す
る
こ

と
が
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
２
年
を
超
え
て
追
納
す
る

場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算
金
が

つ
き
ま
す
の
で
、
卒
業
し
た
ら
早
め
の

追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

障
害
や
死
亡
な
ど
不
慮
の
事
態
が
発

生
し
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
の
申
請
に
は
、
そ
の
事
故
な

ど
が
発
生
し
た
月
の
前
々
月
ま
で
に
保

険
料
を
滞
納
し
た
期
間
が
被
保
険
者

期
間
の
３
分
の
１
以
上
な
い
こ
と
、
ま

た
は
そ
の
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
月
の

前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に
保
険
料
の
未

納
が
な
い
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を
受
け
て

い
る
期
間
は
、
保
険
料
納
付
期
間
と
同

様
に
当
該
要
件
の
対
象
期
間
に
な
り
ま

す
の
で
、万
が
一
の
と
き
に
も
安
心
で
す
。

※
学
生
納
付
特
例
の
申
請
が
遅
れ
る
と
、

申
請
日
以
前
に
生
じ
た
不
慮
の
事
故
や

病
気
に
よ
る
障
害
に
つ
い
て
、
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国 民 年 金み な のん

月に一度、年金事務所の職員が
八女商工会議所で個別に年金相
談に応じます。お気軽にご相談
ください。

●相談日＝４月２１日㈬、
               ５月１９日㈬
●時　間＝１０時～１２時、
　　　　  １３時～１５時
●問い合わせ＝久留米年金事務
   所　☎0942・33・6206

談相年 金

学生納付特例の申請を

４月１日から
受け付けます

（申請は毎年必要です）
◉問い合わせ＝市民課国保年金係
　　　　　  ☎２３・１１１６

等　級種　目 単位 １等 ２等 備考
路上工作物 ㎡ 260円 150円 年額
通　路 〃 260円 150円 〃
埋設および
架設工作物

口径10㎝未満 m 40円 40円 〃
口径10㎝以上 〃 60円 60円 〃

その他の埋設工作物 ㎡ 210円 210円 〃
電　柱 本 910円 910円 〃
電話柱 〃 340円 340円 〃
共架電柱 〃 240円 240円 〃
その他の柱類 〃 60円 60円 〃
共架電線 m 8円 8円 〃
地下電線 〃 4円 4円 〃

広告板
2㎡未満 枚 2,400円 2,400円 〃
2㎡以上 〃 4,000円 4,000円 〃

広告塔
最大径0.6m未満または高3m未満 基 12,100円 12,100円 〃
最大径1.5m未満または高5m未満 〃 18,200円 18,200円 〃
最大径1.5m以上または高5m以上 〃 24,200円 24,200円 〃

標　　識 本 80円 80円 〃
一時占用 ㎡ 300円 200円 月額

◉問い合わせ
　建設課管理住宅係　　　　　　☎23・1971　　　　　上陽支所　建設経済課建設管理係　☎54・2219
　黒木総合支所　建設課庶務係　☎42・1117　　　　　矢部支所　建設経済課建設管理係　☎47・3113
　立花支所　建設課管理係　　　☎23・4930　　　　　星野支所　建設経済課建設管理係　☎52・3114

備考
① 2以上の種目に関連する場合は、高額のも
　のを適用する。
②占用の単位未満の端数は、切り上げて計算
　する。
③占用料の額が月額で定められている占用物
　件等に係る占用の期間が 1月未満であると
　き、またはその期間に１月未満の端数があ
　るときは、1月として計算する。
④表中
　● 1等地は、旧八女市地区 (旧上陽町地区
　　を除く )並びに旧黒木町および旧立花町
　　の都市計画区域内
　● 2等地は、1等地以外の区域

◉
学
生
納
付
特
例
制
度
と
老
齢
基
礎
年

金
の
関
係

◉
学
生
納
付
特
例
制
度
と
障
害
基
礎
年

金
等
の
関
係

道路および法定外道路占
用料と公有水面使用料が
４月から変わります
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市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
と
豊
か

な
自
然
を
守
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
平
成
10
年
か
ら
公
共

下
水
道
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら
一
部
の
地
域

で
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
が
、
４
月

か
ら
供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す
。

追
加
供
用
開
始
区
域
の
詳
細
は
、
４
月

１
日
㈭
か
ら
15
日
㈭
ま
で
上
下
水
道
局

で
縦
覧
で
き
ま
す
（
土
、日
曜
を
除
く
）。

　
現
在
市
で
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
工

事
（
排
水
設
備
工
事
）
の
確
認
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
下
水
道
排
水

設
備
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
確
認
申
請
書
の
審
査
を
受

け
、
工
事
着
工
許
可
後
に
工
事
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
助
成
金
制
度
】

　
助
成
金
の
額
は
改
造
工
事
に
要
し
た

費
用
の
50
％
以
内
で
、
供
用
開
始
か
ら

工
事
完
了
の
日
ま
で
の
期
間
に
よ
り
次

の
と
お
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

供
用
開
始
の
日
か
ら

●
１
年
目
ま
で
＝
限
度
額
10
万
円

●
２
年
目
ま
で
＝
限
度
額
８
万
円

●
３
年
目
ま
で
＝
限
度
額
５
万
円

　
そ
の
後
の
工
事
へ
の
助
成
制
度
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
期
限
が
迫
る
と
、
指
定
工
事
店
へ
の

発
注
が
集
中
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
早
め
に
工
事
計
画
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
新
築
や
公
共
団
体
な
ど
の
改
造
工
事

は
助
成
の
対
象
外
で
す
。

※
市
税
な
ど
の
滞
納
が
あ
る
場
合
、
助

成
金
制
度
は
適
用
し
ま
せ
ん
。

【
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
】

●
あ
っ
せ
ん
額
は
50
万
円
以
内

●
借
入
れ
利
率
は
、
借
入
れ
時
の
長
期

プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
に
０・２
％
を
加
え
た

利
率

●
償
還
は
融
資
翌
月
か
ら
36
月
以
内
の

元
金
均
等
月
賦
償
還

※
市
税
な
ど
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、

あ
っ
せ
ん
制
度
は
適
用
し
ま
せ
ん
。

※
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
と
は
、
民
間
金
融

機
関
が
企
業
に
対
し
て
資
金
を
貸
し
付

け
る
際
の
最
優
遇
貸
出
金
利
の
こ
と
。

●
１
か
月
の
使
用
料

基
本
使
用
料
１
４
０
０
円
（
使
用
水
量

７
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
）
に
超
過
料
金

（
１
立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
１
８
０
円
）

を
加
え
た
額

【
使
用
量
の
算
定
方
法
】

●
上
水
道
の
み
使
用
す
る
場
合

　
メ
ー
タ
ー
検
針
量
に
よ
り
算
定

●
井
戸
水
の
み
使
用
す
る
場
合

　
世
帯
人
員
に
よ
る
認
定
汚
水
量
に
よ

り
算
定

●
上
水
道
と
井
戸
水
を
併
用
す
る
場
合

　
上
水
道
の
メ
ー
タ
ー
検
針
量
と
認
定

汚
水
量
の
ど
ち
ら
か
多
い
方
に
よ
り
算
定

※
認
定
汚
水
量
は
一
般
家
庭
用
で
す
。

事
業
所
な
ど
の
場
合
は
人
員
そ
の
他
の

態
様
を
勘
案
し
て
定
め
ま
す
。

世帯人員による
１か月当たりの認定汚水量

１人の場合 ７立方メートル
２人の場合 14立方メートル
３人の場合 20立方メートル
４人の場合 24立方メートル
※５人以上の場合、１人増す
ごとに３立方メートルを加算

供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す

排
水
設
備
工
事
の
受
付

助
成
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

接
続
後
の
使
用
料

供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す

◉
問
い
合
わ
せ

●
受
益
者
負
担
金
・
使
用
料
・
助

成
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
に
関
す
る

こ
と
＝
上
下
水
道
局
下
水
道
総
務

係
（
☎
２
３・１
１
４
８
）

●
排
水
設
備
・
下
水
道
工
事
に
関

す
る
こ
と
＝
上
下
水
道
局
下
水
道

工
務
係
（
☎
２
３・１
６
７
０
）

公 共
下水道

凡 
例
█ 平成21年度以前供用開始区域
█ 平成22年度供用開始区域（追加区域）
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合
併
に
伴
い
、
農
業
委
員
の
数
が
旧
八
女
市
の
22
人

に
旧
黒
木
町
11
人
、旧
立
花
町
８
人
、旧
矢
部
村
２
人
、

旧
星
野
村
３
人
が
加
わ
り
、
計
46
人
に
な
り
ま
し
た
。

新
委
員
に
よ
る
初
総
会
が
２
月
５
日
㈮
に
開
催
さ
れ
、

議
席
と
担
当
区
域
が
決
ま
り
ま
し
た
。
新
し
い
区
域

は
次
の
と
お
り
で
す
。

氏　名 担　　当

黒　
　

木

堀川　龍一 南木屋・原・北木屋・
東木屋・荒谷・岳弓掛

三浦　政人 大淵・吹原・無田・剣
持・大淵中央

石崎 九十九 椿原・笠原中央・南笠原
月足　健治 月足・東区・北大淵

内藤　信一 山中・四条野・神露淵・
花渡

堤　　広満 黒木地区

森田　新一 下名・中名・上名・鹿
子生

山内　和幸 上北本分・下本分・本
分中央・南本分

小柳　保志 釈形・下鹿子尾・上鹿
子尾

堤　　直樹 下田代・中田代・上田
代

井手　博之 中原・犬山・田本・湯
辺田

光　

友

井上　昌彦

田形・境原・四方堂・
谷川・釘崎・鳴瀬・久
保・白土・下町・後田・
上町・多々良・遠久谷・
谷団

小塩　貴道
光友・中島・中州・野広尾・
中通・草場・高山・仁合・
兼松・出ノ原・兼団

氏　名 担　　当

辺　

春

野中　治喜

三ノ瀬・百田・竹ノ迫・
寺尾・柴折・高須田・
栗ノ尾・横道・漆谷・
吹春・久下野

中村　豊吉

中辺春・立石・長瀬・
熊ノ川・松尾・江後・
前川内・下小原・上小
原・黒岩・山中

北　

山

近見　忠雄
山下・鞍懸・男ノ子・
小倉谷・上ノ原・小倉
谷・西原

谷川　侯司 小路・樋ノ口・中川原・
井手口・谷中・大倉谷

白　

木

入江　　強
中村・大上・三社下・
三社上・宮ケ原・長畑・
鹿伏・桐葉

橋本　由三
一ノ瀬・今屋敷・平野・
田楽原・菖蒲尾・土
野々・持山

矢
部
栗原　英喜 北矢部
仁田原 一太 矢部

星　

野

栗秋　惠二 5 区・6 区・7 区・8
区

酒見　康則
９西区・９東区・10区・
11 区・12 区・13 区・
14区・15区

川﨑　秀文 １区・２区・３西区・
３東区・４区

氏　名 担　　当
福
島
松崎　正志 本町・本村
塚本ちゑ子 稲富

長
峰
隈本　弘文 宅間田・吉田
古川　直樹 豊福・岩崎・大島

上
妻
牛島進之助 祈祷院・津江・平田
中野　健次 馬場・納楚

三
河
松﨑　辰義 高塚・矢原・光・緒玉
樋口　洋文 酒井田・宮野・柳瀬

八
幡
井上　義弘 川犬・平
川口　誠二 新庄・国武

川
崎
杉島　　洋 山内
下川　忠藏 長野
郷田　京司 北田形・柳島

忠
見
大隈　徳温 大籠・忠見・井延
中嶋　　實 本・黒土・立山・牟田

岡
山
石塚　政弘 蒲原・龍ケ原
江﨑　輝刀 今福・亀甲・室岡
牛嶋　勝彦 立野・前古賀・鵜池

上　
　

陽

井上　健吾

打越・柴尾・東川端・西
川端・祇園堂・上名・室
園・真名子・舟木・生駒野・
藤木・岩下・轟・黒岩

山口　康夫 栗林・中川原・中村・半沢

久間　亨是 仏尾・桑川内・柴坂・
木浦・尾久保

井上　壽義
中川内・飯塚・石原・
納又・田代・古賀・八
重谷・三川・杠葉

★「農地法の一部を改正する法律」が公布され、平成21年12月15
日「農地の利用に関する責務規定」を設けた改正農地法等が施行さ
れました。★新たな農地制度は①これ以上の農地の減少を食い止め、
農地を確保するとともに②農地の賃借をやりやすくして、農地を最大
限利用することをねらいとしています。

農地を貸したい
農地の貸借規則が緩和
されました。

違反転用に対する罰則
が強化されました。

農業委員会への届け出が必要に。

遊休農地に対する指導が強化
されました。

●農地を利用できる人の範
囲が拡大されました（一定
の条件を満たす必要あり）。
●市町村等が農地所有者
から委任を受け、代理して
担い手に貸付け等を行う事
業が新設されました。

●違反転用等に対する処
分・罰則が強化されました。
●都道府県知事等による
行政代執行制度が創設さ
れました。

●相続等によって農地を取得した人
は、農地のある農業委員会へ届け出
が必要になりました。
●無届や虚偽の届出をすると、10万
円以下の過料に処せられます。
●耕作できない場合等は、農業委員
会から貸し借り等のあっせんを受ける
ことができるようになりました。

●すべての遊休農地が指導の対象
となりました。
●農業委員会が年1回農地の利用
状況を調査します。
●遊休農地の所有者に対し農業委
員会が指導・勧告などを行います。

農地制度が変わりました！
詳しいことは農業委員会へお問い合わせください（☎ 23・2407）

耕作しないでいると

許可なく転用すると

農地を相続する場合は

農
業
委
員
の

担
当
区
域
が

決
ま
り
ま
し
た

八女市農業委員会（☎２３・２４０７）
黒木総合支所　産業経済課農政係（☎42・1115）
上陽支所　建設経済課農林係（☎54・2219）
立花支所　産業経済課農林係（☎23・4940）
矢部支所　建設経済課農林係（☎47・3111）
星野支所　建設経済課農林係（☎52・3114）

農地法等の申請はその農地が属する本庁、
総合支所および支所までお願いします
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２
月
27
日
㈯
に
星
野
小
学
校
屋
内
運
動
場
で
第
33

回
星
野
村
少
年
剣
道
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
小
学

生
13
人
、
中
学
生
10
人
が
気
合
い
の
入
っ
た
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
ま
た
日
ご
ろ
子
ど
も
た
ち
を
指
導
す

る
先
生
の
試
合
も
行
わ
れ
、
児
童
・
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
は
見
稽
古
の
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
学
生
２・３
年
生
の
部

　
優
勝

　
二
田

　
敦
史

　
２
位

　
木
屋

　
宏
介

　
３
位
　
小
西
　
勇
輝

小
学
生
４・５・６
年
生
の
部

　
優
勝
　
柴
尾
　
拓
望
　
２
位
　
樋
口
　
如
乃

　
３
位
　
樋
口
　
晏
乃

中
学
生
の
部

　
優
勝
　
石
橋
　
将
人
　
２
位
　
竹
下
　
圭
祐

　
３
位
　
山
口
　
健
太

「
子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
通
学
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
３
月
２
日
㈫
、
福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
八
女
分
会
（
下
川

澄
人
会
長
ほ
か
54
社
）
は
横
断
旗
１
１
０
本
を
市
内
の
小
学

校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

同
協
会
で
は
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
小
学
生
交
通

安
全
教
室
な
ど
も
開
い
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
の
交
通

安
全
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
会
社
や
運
転
手
の
意
識
向
上
に

も
役
立
つ
よ
う
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
活
用
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と
下
川
会
長
。
旗
を
受
け
取
っ
た
中

島
教
育
長
は「
合
併
し
て
小
学
校
数
も
19
校
に
増
え
ま
し
た
。

企
業
か
ら
児
童
た
ち
の
交
通
安
全
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
の
は
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
ま

し
た
。

２
月
13
日
㈯
〜
14
日
㈰
に
大
分

県
別
府
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
26

回
九
州
高
等
学
校
選
抜
剣
道
大
会
」

に
福
岡
県
代
表
と
し
て
、
団
体
の
部

に
女
子
剣
道
部（
山
下
千
安
貴
さ
ん
、

久
間
愛
香
さ
ん
、
古
賀
仁
子
さ
ん
、

川
原
礼
奈
さ
ん
、
効
能
由
依
さ
ん
、

桐
明
里
早
さ
ん
、
喜
田
瑞
希
さ
ん
、

西
沙
織
さ
ん
）、
男
子
個
人
の
部
に

松
永
紘
典
さ
ん
が
出
場
。惜
し
く
も
、

準
決
勝
で
阿
蘇
高
校
に
敗
れ
た
も
の

の
ベ
ス
ト
８
。
松
永
さ
ん
も
２
回
戦

ま
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
現
在
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
む
け
て
日
々
稽
古
に
励

ん
で
い
ま
す
。

日
の
出
町
商
店
会
（
清
水
源

悟
会
長
ほ
か
38
軒
）
の
街
路
灯
・

防
犯
灯
点
灯
式
が
３
月
７
日
㈰

筑
邦
銀
行
八
女
支
店
駐
車
場
で

あ
り
、
関
係
者
な
ど
２
０
０
人

が
点
灯
を
祝
い
ま
し
た
。
同
商

店
会
で
は
昭
和
62
年
に
設
置
し

た
街
路
灯
が
劣
化
し
危
険
な
状

態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
心
安
全

な
商
店
会
に
し
よ
う
と
国
の
地

域
商
店
街
活
性
化
事
業
の
補
助

金
な
ど
を
受
け
新
し
い
街
路
灯

を
整
備
。
街
路
灯
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン

プ
を
使
い
、
環
境
に
も
配
慮
さ

れ
て
い
ま
す
。

清
水
会
長
や
三
田
村
市
長
な

ど
に
よ
り
街
路
灯
の
ス
イ
ッ
チ
が

入
れ
ら
れ
る
と
、「
日
の
出
町
」

の
文
字
と
と
も
に
優
し
い
灯
り
が

と
も
り
、
大
き
な
拍
手
が
沸
き

起
こ
り
ま
し
た
。
清
水
会
長
は

「
こ
の
街
路
灯
を
日
の
出
町
商
店

会
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
た
八

女
市
商
店
会
連
合
会
活
性
化
の

起
爆
剤
と
し
て
生
か
し
て
い
き
た

い
」
と
喜
び
の
表
情
で
し
た
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

熱
戦
！
第
33
回
星
野
村

少
年
剣
道
大
会

八
女
学
院
高
校
剣
道
部

九
州
大
会
出
場

日
の
出
町
商
店
会
に
明
る
い
街
路
灯

市
内
小
学
校
に
横
断
旗
を
寄
贈

小学校の部に出場したみなさん

一歩もゆずらない攻防
が繰り広げられました

横断旗が中島教育長に手渡されました

（左）灯りがともった街路灯　（右）関係者による点灯式の様子

初出場ながら健闘した八女学院女子剣道部

星 野

八 女

18
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矢
部
村
で
取
り
組
ん
で
い
る
葉
わ

さ
び
の
生
産
研
究
会
お
よ
び
加
工
研

究
会
が
２
月
22
日
㈪
に
、
旬
の
花
わ

さ
び
を
使
っ
た
「
花
わ
さ
び
漬
」
の

販
売
を
前
に
三
田
村
市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

昔
か
ら
矢
部
村
で
は
、
沢
に
自
生

し
て
い
た
わ
さ
び
を
使
い
、各
家
庭
で
、

漬
け
物
と
し
て
調
理
し
旬
の
味
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
福
岡
県
単
独
事

業
を
活
用
し
、
こ
の
度
、
加
工
品
と

し
て
旬
の
花
わ
さ
び
を
使
っ
た
「
花

わ
さ
び
漬
」（
醤
油
漬
、
味
噌
粕
漬
、

粕
漬
の
３
種
類
）
を
製
造
し
ま
し
た
。

殺
菌
性
が
有
り
冷
涼
で
中
山
間
地
に

適
し
た
作
物
と
し
て
、
現
在
、
生
産

者
21
人
、
1.7
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
葉
わ
さ

び
の
生
産
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
市
長
は
、
練
り
わ
さ
び
と

違
っ
た
わ
さ
び
本
来
の
味
を
堪
能
。

「
福
岡
県
八
女
市
ブ
ラ
ン
ド
と
な
る
よ

う
期
待
し
ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

福
岡
県
の「
青
少
年
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス

運
動
」の
今
年
度
の
表
彰
団
体
に
、
立

花
の
白
木
小
学
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

白
木
小
学
校
は
、
学
校
敷
地
内
の

「
ス
ク
ス
ク
山
」
の
環
境
を
生
か
し
た

農
業
体
験
活
動
を
実
践
。
各
学
年
が
、

年
間
を
通
じ
て
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
作
物
を
育
て
、
秋
に
行
う
「
白

木
秋
の
収
穫
祭
」
の
な
か
で
体
験
発

表
を
し
た
り
、
作
っ
た
作
物
の
加
工

品
を
販
売
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ

の
活
動
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て

「
遅
刻
や
欠
席
が
減
り
ま
し
た
。
異

学
年
と
の
関
わ
り
も
深
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。
22
年
度
で
閉
校
し
ま
す
が
、

今
後
も
し
っ
か
り
と
続
け
て
い
き
た

い
」
と
平
田
満
明
教
頭
は
話
し
ま
し

た
。

第
38
回
医
療
功
労
賞
を
立
花
上
辺
春
の
中
村
医
院
院
長
、
中
村
義
太
さ
ん
が
受

賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
医
療
従
事
者
を
表
彰
す
る
も
の

で
、
２
月
５
日
㈮
に
は
県
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
22
年
８
月
に
開
業
し
、
62
年
８
か
月
の
長
い
間
へ
き
地
の
医
療
に
取
り
組
ん

で
き
た
中
村
さ
ん
。
受
賞
に
つ
い

て
「
正
直
驚
き
ま
し
た
。
忸じ
く
じ怩
た

る
思
い
」
と
謙
遜
。
開
業
し
た
当

初
は
、
道
路
事
情
が
悪
く
往
診
に

行
く
の
に
も
苦
労
し
た
と
い
っ
た

思
い
出
を
語
り
な
が
ら
も
、
笑
顔

で
「
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
大
過

な
く
勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。
３
月
末
に
引
退

し
病
院
を
閉
め
ら
れ
る
中
村
さ
ん
、

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

学
校
・
地
域
・
家
庭
が
一
体

と
な
り
子
ど
も
を
育
成

柳
川
用
水
路
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た

医
療
功
労
賞
受
賞
！

新
作

「
花
わ
さ
び
漬
」完
成

表彰状を手にする中村義太院長

拾ったゴミはきれいに分別されました

健康体操に取り組む参加者のみなさん

三田村市長と研究会のみなさん

麻生県知事から賞状を受け取る生野利明校長（右）

昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
と
な
る
柳
川
用

水
路
の
清
掃
が
、
２
月
21
日
㈰
と
22
日
㈪
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
7
人
が
参
加
し
て
立
花
の

光
友
地
区
の
境
原
か
ら
中
島
の
約
２
キ
ロ
の

区
間
の
用
水
路
の
川
底
の
ご
み
を
集
め
ま
し

た
。
集
ま
っ
た
ご
み
は
、
農
業
用
資
材
、
空
き

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、そ
の
他
生
活
雑
貨
な
ど
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
。

こ
の
活
動
を
行
っ
た
田
中
勝
利
さ
ん
は
「
柳

川
用
水
の
上
流
に
は
八
女
や
黒
木
、
矢
部
が

あ
り
ま
す
。
上
流
地
域
の
人
々
に
も
意
識
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
来
年
以
降
は
多
く
の
人

に
呼
び
掛
け
て
、
こ
の
活
動
を
広
げ
て
、
つ
な

い
で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

黒 木
枝
折
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
実
行
委
員

会
（
堀
川
ツ
ユ
子
代
表
）
で
は
、
高

齢
者
に
身
体
を
動
か
し
な
が
ら
楽
し

く
「
認
知
症
予
防
」
を
図
る
た
め
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
２
月
22
日
㈪
に

枝
折
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

し
た
。

70
歳
以
上
の
52
人
と
協
力
員
４
人

が
、
保
健
師
の
血
圧
測
定
の
後
、
健

康
体
操
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、

大
淵
駐
在
所
山
本
雄
弘
巡
査
部
長
の

交
通
防
犯
教
室
、
村
方
氏
治
さ
ん
の

手
品
も
楽
し
み
ま
し
た
。
参
加
し
た

女
性
（
75
歳
）
は
、「
健
康
体
操
は

気
持
ち
良
か
っ
た
！
本
物
の
ハ
ト
を

出
す
手
品
は
初
め
て
で
び
っ
く
り
し

た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

健
康
体
操
で
元
気
！

枝
折
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

立 花

矢 部
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お
知

ら
せ

子
育
ち
支
援
掲
示
板 

４
月

　
ゲ
ス
ト
に
、
Ｋ
Ｂ
Ｃ
ブ
ギ
ウ
ギ
ラ
ジ

オ
で
お
な
じ
み
の
ス
タ
ー
高
橋
さ
ん
を

迎
え
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
の
出
演
者
、
バ

ザ
ー
の
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
＝
４
月
25
日
㈰
９
時
〜
14
時

●
会
場
＝
上
妻
小
学
校

●
内
容
＝
人
権
標
語
の
展
示
（
上
妻

小
学
校
）、
八
女
検
定
（
上
妻
よ
ら
ん

か
い
）、
バ
ザ
ー
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
＝
上
妻
小
学
校
（
☎
２

２
・
４
４
０
１
）
▽
夜
間
・
国
友
さ
ん

（
２
４・０
６
４
０
）
▽
出
演
に
つ
い
て・

鵜
木
さ
ん
（
２
２
・
２
６
１
１
）
▽
出

店
に
つ
い
て
・
樋
口
さ
ん
（
２
２
・
５

７
２
１
）

　
夜
桜
見
物
は
い
か
が
で
す
か
。
岡

山
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
岡
山

公
園
を
守
る
会
で
は
、
岡
山
公
園
に

約
７
０
０
個
の
提
灯
を
飾
り
付
け
、

桜
の
花
見
を
よ
り
華
や
か
に
し
ま
す
。

●
期
間
＝
４
月
11
日
㈰
ま
で

　
男
女
の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
４
月
18
日
㈰
10
時
30
分
受

付
〜
、
11
時
ス
タ
ー
ト

●
会
場
＝
い
わ
井
（
八
女
市
津
江
）

●
参
加
資
格
＝
40
歳
ま
で
の
独
身
男

女
※
男
女
と
も
定
員
20
人
、
定
員
に

な
り
し
だ
い
閉
め
切
り
ま
す
。

●
参
加
費
＝
男
性
４
千
円
、
女
性
３

千
円

●
申
し
込
み
＝
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
八
女
文
化
会
館
内
）
11
時
〜

18
時
受
付
、
月
・
火
休
み

（
☎
２
２
・
５
９
０
０
）

　
中
央
ア
フ
リ
カ
の
ザ
ン
ビ
ア
料
理

を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
す
。
　

●
日
時
＝
４
月
18
日
㈰
11
時
〜
14
時

●
会
場
＝
八
女
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

●
参
加
費
＝
５
０
０
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
国

際
交
流
会
事
務
局
（
☎
２
４
・
１
２

５
０
）

◆
総
会
ウ
オ
ー
ク

　
申
込
不
要
、
雨
天
決
行
、
終
了
後

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に
て
総
会
開
催
。

●
日
時
＝
４
月
25
日
㈰
８
時
集
合

●
集
合
場
所
＝
八
女
総
合
体
育
館

●
コ
ー
ス
＝
総
合
体
育
館
〜
宮
野
公

園
〜
千
間
土
居
公
園
（
約
５
キ
ロ
）

●
参
加
費
＝
会
員
以
外
１
０
０
円
。

当
日
新
会
員
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会
・
鶴

さ
ん（
☎
０
９
０・３
３
２
６・３
１
３
３
）

◆
せ
っ
か
く
ウ
オ
ー
ク

　
美
し
い
日
本
の
歩
き
た
く
な
る
道

５
０
０
選
「
八
女
丘
陵
の
古
墳
群
を

訪
ね
る
道
」
を
、
久
留
米
つ
つ
じ
マ
ー

チ
参
加
の
約
２
０
０
人
の
皆
さ
ん
と

歓
迎
の
歩
行
を
し
ま
す
。
申
込
不
要
、

雨
天
決
行

※
つ
つ
じ
マ
ー
チ
（
左
参
照
）
の
正
規

の
参
加
者
と
は
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

飲
料
水
等
は
各
自
持
参
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
４
月
16
日
㈮
12
時
30
分
集
合

●
集
合
場
所
＝
童
男
山
古
墳
（
山
内
）

●
コ
ー
ス
＝
童
男
山
古
墳
〜
八
女
中
央

大
茶
園
〜
岩
戸
山
古
墳
（
約
10
キ
ロ
）

●
参
加
費
＝
一
般
１
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会
・
鶴

さ
ん（
☎
０
９
０・３
３
２
６・３
１
３
３
）

●
日
に
ち
・
コ
ー
ス
＝
▼
４
月
17
日
㈯

久
留
米
酒
ど
こ
ろ
・
史
跡
め
ぐ
り
▼
４

月
18
日
㈰
久
留
米
耳
納
北
麓
め
ぐ
り

●
開
始
時
間（
両
日
）＝
▼
40
㌔
コ
ー
ス
７

時
30
分
▼
20
㌔
コ
ー
ス
８
時
30
分
▼
10

㌔
コ
ー
ス
10
時
30
分
▼
５
㌔
コ
ー
ス
11
時

●
集
合
場
所
＝
久
留
米
市
中
央
公
園

●
参
加
費
＝
事
前
登
録
１
５
０
０
円
、

■楽しく食育「ウインナーの飾り切りに挑
戦！」※ご飯持参、要申込、参加費200円
●日時＝4/9㈮10時 30分～
■いっしょに　あそぼ！（新聞紙であそぼ）
●日時＝4/10㈯10時30分～
■ママとふあふあほっぺ（講師：田中もとこさん）
●日時＝4/13㈫10時30分～※要申込・25組
■高田先生とおしゃべり会！
●日時＝4/16㈮10時30分～※託児要申込
■にこにこバースディー
●日時＝4/22㈭10時30分～※4月生まれ

■あそびの広場（会場＝ほほえみ）
●日時＝4/3㈯、5㈪、8㈭、10㈯、12㈪、
17 ㈯、19 ㈪、22 ㈭午前中のみ、27 ㈫午
前中のみ／（月曜～金曜）９時30分～15
時 30分（土曜）９時30分～13時
■移動サロン
●日時・会場＝4/7㈬東公民館、9㈮児
童センター、16㈮上陽公民館、21㈬八
女文化会館、23㈮そよかぜ星野、30㈮

西公民館※いずれも10時～12時
■ほほえみサロン（会場＝ほほえみ）
●赤ちゃん広場（生後４か月～15か月）
４/14㈬、28㈬９時30分～12時
●ほほえみ広場（生後16か月～就学前）
４/６㈫、20㈫９時30分～12時
■パパママ広場（会場＝ほほえみ）
●日時＝4/24㈯ 10時～12時
■プレママ広場 ※今からママになる人対象
●日時・会場＝4/13㈫忠見保育園、4/26㈪
子育て支援センター※いずれも10時～12時

■エンジェルルーム「おはながわらった」
●日時＝4/6㈫10時 30分～12時
■みんなであそぼう「お友だちになろう」
●日時＝4/18㈰10時 30分～12時
■子育て座談会
「高田先生のハートフルしゃべり場」
●日時＝4/21㈬10時 30分～12時

■おしゃべり会（会場＝きらきら）
●日時＝4/12㈪11時～、26㈪13時30分～

■元気にあそぼう（会場＝北山保育所）
●日時＝毎週水曜日10時～
■パパ・ママ一緒にあそぼう（会場＝きらきら）
●日時＝毎週土曜日9時～
■英語であそぼう（会場＝きらきら）
●日時＝4/5㈪・19㈪10時 30分～
■手づくりおもちゃ（会場＝きらきら）
●日時＝4/6㈫10時 30分～
■おはなし会（会場＝きらきら）
●日時＝4/9㈮10時 30分～
■リズムにのって（会場＝きらきら）
●日時＝4/13㈫10時 30分～
■手作りおやつ（会場＝きらきら）
●日時＝4/16㈮13時 30分～
■大きくなったかなあ（会場＝きらきら）
●日時＝4/20㈫10時 30分～
■講演「絵本ってすてきだねぇ」（会場＝きらきら）
●日時＝4/23㈮10時 30分～
■楽しく子育て講座」（会場＝きらきら）
●日時＝4/26㈪ 10時 30分～
■こいのぼりつくり・たんじょう会（会場＝きらきら）
●日時＝4/27㈫10時～・11時～
■春のえんそく●日時＝4/28㈬10時～
■移動サロン●日時・会場＝4/8㈭立花
町辺春、15㈭黒木中央公民館、22㈭立
花町かがやき、30㈮矢部集落センター
※いずれも10時～13時

第
３
回
上
妻
ま
つ
り

40
歳
ま
で
の
昼
食
会

Ｙ
Ｅ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ク
ッ
キ
ン
グ

八
女
歩
こ
う
会

久
留
米
つ
つ
じ
マ
ー
チ

岡
山
公
園
桜
と
提
灯
ま
つ
り

立花町子育て支援センターきら
きら

会場・問い合わせ=きらきら（
☎24・9090）

つどいの広場　ちゃちゃっこ
会場・問い合わせ=共生の森（

☎30・2566）

子育て支援センター　ほほえ
み

問い合わせ=ほほえみ（岡山保育所
内☎22・4726）

黒木町チャイルドルーム　ピ
コロ

会場・問い合わせ=ふじの里（
☎42・3301）
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当
日
参
加
２
０
０
０
円

※
昼
食
と
飲
料
水
は
各
自
持
参

●
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
つ
つ
じ
マ
ー
チ

実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
９
４
２
・
３
１
・
１
７
７
７
）

●
日
時
＝
４
月
25
日
㈰
８
時
30
分
出

発
、
小
雨
決
行
、
強
雨
時
は
29
日（
祝
）

●
集
合
場
所
＝
岩
戸
山
古
墳
大
神
宮
前

●
コ
ー
ス
＝
岩
戸
山
古
墳
〜
石
人
山
古

墳
（
往
復
８
キ
ロ
）

●
参
加
費
＝
会
員
無
料
、一
般
１
５
０
円

●
問
い
合
わ
せ
＝
久
木
原
さ
ん

（
☎
２
３
・
５
４
９
６
）

　
木
屋
三
山
の
雄
岳
・
雌
岳
の
山
開

き
登
山
を
開
催
し
ま
す
。
少
雨
決
行
。

参
加
は
当
日
受
付
。
お
に
ぎ
り
、
雨

具
を
持
参
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
４
月
18
日
㈰
９
時
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
八
女
集
合
、
９
時
30
分
出
発

●
参
加
費
＝
大
人
７
０
０
円
、
子
ど
も

１
０
０
円
（
猪
鍋
、
温
泉
割
引
券
付
、

傷
害
保
険
加
入
）

●
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
町
木
屋
三
山

会
・
田
代
さ
ん
（
☎
４
２
・
０
８
２
０
）

　
だ
れ
も
が
気
楽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
室
内
用

運
動
靴
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
種
目
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
チ
ビ
ー

な
ど

●
日
時
＝
４
月
10
日
㈯
・
24
日
㈯

20
時
〜
※
参
加
無
料

●
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育

館
（
☎
２
４・１
２
３
０
）

●
日
時
＝
５
月
11
日
㈫
か
ら
１
年
間

の
毎
週
火
曜
19
時
30
分
〜
21
時

※
開
講
式
５
月
11
日
㈫

●
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

●
定
員
＝
30
人

●
受
講
料
＝
無
料
※
要
教
材
費

●
申
し
込
み
＝
文
化
課（
☎
２
３・１
９
８
２
）

●
問
い
合
わ
せ
＝
Ｕ
Ｇ
Ｅ
八
女
ギ
タ
ー

室
内
合
奏
団
・
野
田
さ
ん

（
☎
２
２・４
０
３
３
）

吉
田
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
Ｃク

ラ

ブ

ｌ
ｕ
Ｂ

（
古
墳
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
）

木
屋
三
山
山
開
き
登
山

　子育ての援助を受けたい人（おねがい会員）と、
子育てのお手伝いができる人（まかせて会員）が
会員登録し、地域の中で、子どもの預かりなど子
育ての相互援助活動を行う会員組織です。

●保育所などの送り迎えや、保育所などの開所前
および閉所後の子どもの預かり
●子どもが軽度の病気になったときなど、臨時的・
突発的な場合の子どもの預かり
●親が病気もしくは産後間もないため、育児がで
きないときの援助
●その他、就職活動、授業参観、通院などの場合に、
仕事と育児の両立のために必要な援助をします。

　おねがい会員、まかせて会員の会員登録をしま
す。登録するには、センターが実施する講習会を
受講することが必要です。登録料は無料です。

✿ファミリー・サポート・センターとは

✿おもな援助活動の内容

✿利用するには

▼利用料金（1時間あたり）

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
も
う

Ｕ
Ｇ
Ｅ
初
心
者
の
た
め
の
ギ

タ
ー
教
室

し
っ
か
り
貯
筋
体
操
教
室

利用料金が変わります
やめファミリー・サポート・センター

　
高
齢
期
で
も
鍛
え
れ
ば
運
動
機

能
は
向
上
し
ま
す
。
ま
た
、
運
動
は

筋
肉
や
骨
を
衰
え
な
い
よ
う
に
す
る

だ
け
で
な
く
、
肺
や
心
臓
を
丈
夫
に

し
、
脳
や
神
経
を
よ
い
状
態
に
保
ち

ま
す
。
筋
力
ア
ッ
プ
で「
運
動
機
能
」

を
向
上
さ
せ
、
筋
肉
の
貯
金
（
筋
）

を
し
ま
し
ょ
う
。

　
み
ん
な
で
体
を
動
か
せ
ば
、
楽
し

い
だ
け
で
な
く
新
し
い
出
会
い
も
あ

り
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
原
則
と
し
て
継
続
し
て
教
室
に
参

加
で
き
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
運
動
教
室
終
了
後
、
１
〜
２
回
調

理
実
習
ま
た
は
お
や
つ
作
り
・
口
腔

ケ
ア
教
室
を
開
催
予
定
で
す
。

●
開
催
時
期
＝
５
月
〜
２
月
ま
で
そ

れ
ぞ
れ
の
会
場
で
16
回
開
催
。
星
野

村
で
は
14
回
開
催
予
定
で
す
。

●
開
催
時
間
＝
▽
９
時
30
分
受
付
・

健
康
チ
ェ
ッ
ク
▽
10
時
〜
11
時
30
分

ま
で
運
動
実
施

※
調
理
実
習
・
口
腔
ケ
ア
教
室
開
催

日
は
10
時
〜
15
時
ま
で

●
参
加
料
＝
無
料
※
調
理
実
習
時
の

材
料
代
は
個
人
負
担
。

●
持
参
す
る
も
の
＝
運
動
の
で
き
る

服
装
、
上
履
き
・
タ
オ
ル
・
お
茶
・

筆
記
具

●
申
込
締
切
＝
４
月
20
日
㈫

※
多
数
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合

は
、
早
期
に
締
め
切
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
課

高
齢
者
支
援
係（
☎
２
３・１
３
０
８
）

月～土（7時～19時） ５００円→３００円

月～土（19時～21時） ７００円→５００円

日・祝日（7時～19時） ７００円→５００円

日・祝日（19時～21時） ９００円→７００円

利用料金の負
担が4月1日か
ら軽減されます

問い合わせ（☎２３・１５４６）
　　　　　　※子育て支援課内

〈旧八女市〉　八女市保
健センター（機能訓練

室）

〈上陽〉上陽保健セン
ター

〈立花〉立花総合保健福
祉センターかがやき（集団指

導室）

〈黒木〉黒木地域交流セ
ンターふじの里（多目的ホ

ール）

〈星野〉星野総合保健福
祉センターそよかぜ（多目的

ホール）

〈矢部〉高齢者生活福祉
センターゆいのもり（健康増

進室）

下記の会場で開催しま
す ✿✿✿✿✿✿✿

✿✿✿✿八女市社会福祉協議会

嘱託職員募集
●職種（採用予定）＝介
護職員（若干名）
●年齢＝満18歳以上（平
成22年4月1日現在）
●勤務地＝八女市矢部
村「特別養護老人ホー
ムゆいのもり」
●受付期間＝4月16日
㈮まで
●選考日＝4月24日㈯
●問い合わせ＝八女市社
会福祉協議会（社会福
祉会館）☎23・0294
ファックス23・0242

み
ん
な
で
健
康
に
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和
紙
に
こ
ん
に
ゃ
く
糊
を
も
み
込
ん

で
、
模
様
を
し
ぼ
り
染
め
で
付
け
て
作

品
を
作
り
ま
す
。
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト

１
枚
か
コ
ー
ス
タ
ー
４
枚
か
を
選
択
で

き
ま
す
。
参
加
料
千
円（
材
料
代
含
む
）

●
日
程
＝
４
月
９
日
㈮
、
10
日
㈯
、

11
日
㈰
の
３
日
間

●
時
間
＝
▽
午
前
の
部
９
時
30
分
〜

11
時
30
分
▽
午
後
の
部
２
時
〜
４
時

●
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

●
定
員
＝
各
部
10
人

●
申
し
込
み
＝
同
館（
☎
２
２・３
１
３
１
）

　
Ｄ
Ｖ
・
多
重
債
務
・
生
活
保
護
・

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
に
つ
い
て
、
司
法
書
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
※
要
予
約

●
日
時
＝
４
月
17
日
㈯
10
時
〜
15
時

●
場
所
＝
福
岡
市
内
※
安
全
面
を
考
慮

し
面
談
予
約
者
に
直
接
知
ら
せ
ま
す
。

●
相
談
用
電
話
＝
０
９
２
・
７
２
４
・

９
５
０
５

●
面
談
予
約
電
話
＝
０
９
２・７
５
２・

８
２
７
０

●
試
験
の
種
類・
定
員
＝
①
警
察
官
Ａ

（
男
性
）２
２
０
人
②
警
察
官
Ａ（
女
性
）

36
人
③
警
察
官
Ａ（
武
道
指
導
）
３
人

●
受
験
資
格
＝
①
〜
③
昭
和
55
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
で
、
大
卒
者

ま
た
は
卒
業
見
込
の
人
※
③
は
柔
・

剣
道
の
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。

●
受
付
期
間
＝
４
月
１
日
㈭
〜
20
日
㈫

●
第
１
次
試
験
日
＝
５
月
９
日
㈰

●
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
警
察
署

（
☎
２
２・５
１
１
０
）

◉
５
月
22
日
㈯
地
区
表
彰

①
八
女
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

●
資
格
＝
５
年
以
上
継
続
運
転
、
５

年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

②
八
女
警
察
署
長
・
八
女
交
通
安
全

協
会
長
連
名
表
彰

●
資
格
＝
10
年
以
上
継
続
運
転
、
10

年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

在宅の重度心身障害者（児）に、タクシー
初乗り料金分を助成します。月２枚で、

申請した月から来年３月までのチケットを交
付します（人工透析者は月４枚）。施設入所
者および入院中の人は該当しません。
●対象＝次のすべてに該当する人
①非課税世帯の人
②自動車税などの減免を受けていない人
③身体障害者手帳1級・2級、療育手帳Ａ、
精神障害者保健福祉手帳１級を持つ人
※タクシー乗務員に身体障害者手帳、療育手帳
を提示すれば、運賃が１割引きとなります。
●持参するもの＝手帳、印鑑

高齢者の相談窓口として、4月1日から市内２か
所の「地域包括支援センター」と各地域に「高

齢者相談センター」を開設します。介護保険や高齢
者福祉に関すること、認知症や成年後見制度、虐待
の恐れなど高齢者に関する相談をお受けします。

▼旧八女市・旧立花町の人
●八女市地域包括支援センター（☎２３・１２０３）
▼旧黒木町・旧上陽町・旧矢部村・旧星野村の人
●八女市東部地域包括支援センター（☎４２・１１１４）

●高齢者相談センター（八女市社協本所・八女市社
会福祉会館）　☎２３・０２９４
●高齢者相談センター（八女市社協黒木支所・黒木
地域交流センターふじの里内）☎４２・２１３１
●高齢者相談センター（八女市社協立花支所・立花
総合保健福祉センターかがやき内）☎３７・００３６
●高齢者相談センター（八女市社協上陽支所・八女
市地域福祉センター内）☎５４・３６２９
●高齢者相談センター（八女市社協星野支所・星野
総合保健福祉センター内）☎５２・３１６５
●高齢者相談センター（八女市社協矢部支所・総
合福祉団地ゆいのもり内）☎４７・３１２３

地域包括支援センター

高齢者相談センター

和
紙
の
し
ぼ
り
染
め
体
験

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

●
受
付
期
間
＝
①
②
と
も
４
月
1
日

㈭
〜
４
月
21
日
㈬

◉
11
月
16
日
㈫
県
表
彰

③
福
岡
県
警
察
本
部
長
・
福
岡
県
交

通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰

●
資
格
＝
10
年
以
上
継
続
運
転
、
10

年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
、
②
の
表

彰
を
受
け
て
い
る
人

④
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
「
緑
十

字
銅
章
」
表
彰

●
資
格
＝
10
年
以
上
継
続
運
転
、
10

年
以
上
無
事
故
・
５
年
以
上
無
違
反
、

③
の
表
彰
を
受
け
て
い
る
人

⑤
九
州
管
区
警
察
局
長
・
九
州
交
通

安
全
協
会
長
連
名
表
彰

●
資
格
＝
15
年
以
上
継
続
運
転
、
20

年
以
上
無
事
故
・
10
年
以
上
無
違
反
、

④
の
表
彰
を
受
け
て
い
る
人

●
受
付
期
間
＝
③
〜
⑤
と
も
４
月
1

日
㈭
〜
５
月
10
日
㈪

《
受
付
・
問
い
合
わ
せ
》

▽
旧
八
女
市
・
立
花
町
の
人
＝
八
女

交
通
安
全
協
会
（
☎
２
４・５
２
０
８
）

▽
旧
上
陽
町
・
黒
木
町
・
矢
部
村
・

星
野
村
の
人
＝
八
女
交
通
安
全
協
会

東
部
事
務
所
（
☎
４
２
・
０
０
８
７
）

《
必
要
書
類
》

▽
運
転
免
許
証
▽
無
事
故
無
違
反
証

明
書
（
証
明
書
申
請
を
委
任
す
る
人

は
手
数
料
６
３
０
円
と
必
ず
印
鑑
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
）
※
表
彰
数
に
は
一

定
の
枠
が
あ
り
ま
す
。

　
八
女
中
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
リ
サ

イ
ク
ル
肥
料
「
八
女
大
地
」（
１
袋
10

キ
ロ
入
り
）
を
40
円
で
販
売
し
て
い
ま

福
岡
県
警
察
官
採
用
試
験

司
法
書
士
に
よ
る
女
性
の
た
め

の
無
料
法
律
相
談
会

リ
サ
イ
ク
ル
肥
料
「
八
女
大
地
」

を
販
売
し
て
い
ま
す

福祉課　　　（☎２３・１３３５）
黒木総合支所（☎４２・１１１３）
上陽支所 　　（☎５４・２２１８）
立花支所　　（☎２３・４９３２）
矢部支所　　（☎４７・３１１１）
星野支所　　（☎５２・３１１３）

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ

高齢者に関する
ご相談はお気軽に！

地域包括支援センター/高齢者相談センター

在宅のしょうがい者に
タクシー料金の一部を助成しま

す
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●４月1日㈭・15日㈭13時～16時
　／法務局八女支局
　　※要予約☎２３・２６０３
●4月9日㈮13時 30分～16時
　／社会福祉会館
　　※要予約☎２３・０２９４
●4月16日㈮13時 30分～16時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
　　※要予約☎４２・２１３１
●4月23日㈮13時 30分～16時
　／地域福祉センター（上陽）
　　※要予約☎５４・３００３
●4月16日㈮10時～12時
　／商工会議所※要予約☎２２・５１６１

多重債務相談
●毎週火曜13時 30分～16時
　／社会福祉会館
　※要予約☎０９４２・３０・０１４４
消費生活相談（来訪または電話相談）
●毎週月・水・金曜８時30分～16時30分
　／消費生活相談室☎２３・１１８３
男女共同参画推進支援委員相談
●4月8日㈭13時 30分～16時 30分
　／男女共同参画・生涯学習課
　※要予約☎２３・１３１４
女性相談
●4月20日㈫９時～12時 /働く婦人の家
なんでも人権相談
●4月2日㈮13時～16時
　／社会福祉会館
●4月9日㈮13時～16時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
●4月14日㈬13時～16時
　／立花市民センター（立花）
行政相談
●４月１日㈭13時～16時／社会福祉会館
●４月12日㈪13時 30分～16時
　／地域福祉センター（上陽）
●４月７日㈬・21日㈬９時30分～12時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
●４月15日㈭９時～12時
　／立花市民センター（立花）
●４月14日㈬10時～15時
　／星野支所3階児童相談室（星野）
司法書士相談
●4月9日㈮13時 30分～16時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
●4月16日㈮13時 30分～16時
　／社会福祉会館
心配ごと相談
●4月7日㈬・21日㈬・13時30分～16時
／社会福祉会館
●4月14日㈬・28日㈬13時30分～16時
　／地域福祉センター（上陽）
●4月7日㈬・21日㈬９時30分～12時　

／地域交流センターふじの里（黒木）
●4月14日㈬・28日㈬９時30分～12時
　／総合保健福祉センターかがやき（立花）
税務相談
●4月12日㈪10時～15時／商工会議所
社会保険相談
●4月21日㈬10時～15時／商工会議所
不動産相談
●4月28日㈬13時～15時／商工会議所
創業・経営支援相談会
●4月19日㈪13時30分～16時30分
　／商工会議所
日本政策金融公庫相談
●4月2日㈮13時～15時／商工会議所
補聴器の修理と相談
●4月20日㈫13時～14時30分／市役所
●4月8日㈭９時～10時
　／地域福祉センター（上陽）
●4月9日㈮・20日㈫10時～12時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
●4月6日㈫・20日㈫10時～12時
　／総合保健福祉センターかがやき（立花）
●4月8日㈭11時～12時／矢部公民館
●4月22日㈭10時～12時／星野支所
家庭児童相談室
●平日９時30分～16時
　／市役所内（☎２３・１４４８）
精神保健福祉相談
●毎週月曜14時 30分～16時
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁
　舎（八女総合庁舎）
　（要予約☎０９４４・７２・２１７６）
エイズ検査とエイズ電話相談
●毎週月曜14時～15時
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁
　舎（八女総合庁舎）
　（☎０９４４・７２・２８１２）

教育相談
●平日９時～17時／八女市教育研究所
　（☎０１２０・７８４・１１０）
教育相談
●無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　（☎０９４２・５２・４９４９）
交通事故相談
●平日９時30分～12時・13時～16時40分
　／日本損害保険協会
　（☎０９２・７１３・７３１８）
犯罪被害者相談電話
●平日９時～18時／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
●平日8時30分～17時15分
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
●平日９時～12時・13時～17時
　／福岡財務支局（☎０９２・４１１・７２９１）

相談
はお気軽にどうぞ

無料法律相談

その他の相談

電 話 相 談

す
。
希
望
者
は
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
販
売
日
＝
毎
週
水
曜
日
13
時
〜
16
時

●
主
な
成
分
＝
窒
素
全
量（
４・０
％
）、

り
ん
酸
全
量
（
６
・
２
％
）、
加
里
全

量
（
０
・
５
％
未
満
）

●
連
絡
先
＝
同
セ
ン
タ
ー（
☎
２
４・５
４
１
９
）

　
小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
を
利
用

し
ま
せ
ん
か
。
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
体
育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。
利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利

用
者
の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《
５
月
利
用
者
の
会
》

●
期
日
＝
４
月
17
日
㈯

●
時
間
・
学
校
名
＝
13
時
30
分
〜
（
福

島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）、
14
時
15

分
〜
（
八
幡
小
、
岡
山
小
、
西
中
）、

15
時
〜
（
上
妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）、

15
時
45
分
〜
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

北
川
内
小
、
見
崎
中
、
上
陽
中
）

●
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育

館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

※
利
用
者
の
会
に
参
加
す
る
た
め
に
は

前
も
っ
て
団
体
登
録
が
必
要
で
す
。

小・中
学
校
の
体
育
施
設
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

✿ ✿

★★★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★★ ★ ★ ★ ★★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

★
池
の
山
キ
ャ
ン
プ
場

「
里
山
体
験
キ
ャ
ン
プ
〜
春
の
若
菜
摘
み
編
〜
」

●
期
日
＝
①
４
月
３
日
㈯
〜
４
日
㈰ 

②
４
月
10
日
㈯
〜
11
日
㈰

　

星
の
ふ
る
さ
と
公
園
内
を
散
策
し
な
が
ら
、
春

の
山
菜
を
収
穫
・
調
理
し
て
お
い
し
く
頂
く
１
泊

２
日
の
体
験
キ
ャ
ン
プ
で
す
。
参
加
費
は
１
泊
２

日
（
３
食
付
き
）
で
大
人
６
５
０
０
円
。（
小
学
生

未
満
は
１
５
０
０
円
）

●
問
い
合
わ
せ
＝
池
の
山
キ
ャ
ン
プ
場

（
☎
５
２
・
２
９
１
０
）

★
天
文
台
施
設
・
星
の
文
化
館

「
三
日
月
を
撮
影
し
よ
う
」

●
期
日
＝
４
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰　

　

三
日
月
は
満
月
よ
り
も
ク
レ
ー
タ
ー
が
は
っ
き
り

見
え
る
と
か
。
星
の
文
化
館
の
大
型
望
遠
鏡
を
用

い
、
ご
持
参
頂
い
た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
携
帯
電
話

の
カ
メ
ラ
で
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
記
念
に

残
る
一
枚
に
な
る
は
ず
で
す
。
参
加
費
は
、
星
の
文

化
館
の
入
館
料
（
大
人
５
０
０
円
・
小
学
生
３
０

０
円
・
幼
児
１
０
０
円
）
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
星
の
文
化
館

（
☎
５
２
・
３
０
０
０
）

そ
れ
ぞ
れ
の
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
Ｈ
Ｐ
】http://w

w
w.hoshinofurusato.com

★★㈶星のふるさとイベント情報★★★



編
集
後
記

お買い物やパーティーは八女市でどうぞ！

満１歳のお子様の写真を募集しています。名前・生年月日・
住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、誕生日前
月の７日までに直接お持ちいただくか、郵送でお申し込み
ください。応募多数の場合は先着順となります。写真はお
返ししていません。
●申し込み＝市長公室秘書広報係（☎23・1110）

▼人口と世帯（３月1日現在）   ▼２月の異動

人　口 70,968  (- 46) 出生 ４６人

男 33,416  (- 20) 死亡 ６９人

女 37,552  (- 26) 転入 １０３人

世帯数 23,791  (+162) 転出 １２８人
　※（　）内は前月比

火災出火件数     ３件 (  9件）

救急出動件数 237件（524件）

救急搬送人数 219人（497件）
※（　）内は 1月からの累計

発生件数 36件 ( 83件）

傷　　者 40人 （100件）

死　　者 0人 (  0件）
※（　）内は 1月からの累計

●固定資産税（第1期）
●道路公有水面占用料　
●市営住宅家賃（4月分）
●保育料（4月分）
●水道料金・下水道使用料（4月分）
●農業集落排水施設使用料（4月分）

納期限・口座振替日は４月30日（金）
※納税は安全便利な口座振替をご利用ください。
※納期限内の納付にご協力ください。延滞金が加算
されることがあります。

２月の
火災・救急の
状況

２月の
交通事故の
状況

４月に
納めるもの

おたんじょうび
おめでとう

山伏や参拝客が見守る中、次々と渡りました

星 野 無病息災願い火渡り
　星野村池の山で３月14日㈰、野外で行う大規模
な護摩法要・採燈大護摩供（さいとうだいごまく）
が行われ、参拝客約500人が無病息災などを願い
火渡りをしました。星野村はその昔、山伏・修験
道の修行の場として大切にされた歴史があり、今
でも護摩焚き場の跡などが残ります。明治以後護
摩焚きは途絶えていましたが、福楽寺の石橋弘勝
住職が平成元年に復活させました。
　30人の山伏たちにより山伏問答や法弓・法剣な
どの古式にのっとった作法が行われ、読経とほら
貝が響き渡る中、護摩壇が勢いよく燃え上がりま
した。まだ残り火がくすぶる中を山伏たちが渡っ
たあと、参拝客が次々と渡りました。小学生の娘
と渡った女性は「初めてで少し怖かったけど、無
事渡り終えて健康をいただいた気がします」とす
がすがしい表情でした。石橋住職は「地元でもこ
こで護摩焚きがあっていたことを知らない人が多
い。地域の歴史と伝統をこれからも伝えていきた
い」と話していました。

▼
４
月
17
日
か
ら
始
ま
る
「
黒

木
大
藤
ま
つ
り
」。
今
年
も
き
れ

い
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
。
藤
を
楽
し
む
の
に
私
の

お
す
す
め
の
時
間
帯
は
、
早
朝
。

朝
の
澄
ん
だ
空
気
の
中
、
境
内

に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
漂
っ
て

く
る
藤
の
甘
い
香
り
。
み
な
さ
ん

も
早
く
目
覚
め
た
朝
に
、
ち
ょ
っ

と
足
を
の
ば
し
て
早
朝
の
大
藤

な
ん
て
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
祭
り
期
間
中
は
い

ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
も
あ
っ
て
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
合
併
し
て
は
や
２
か
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
八
女
地
域
に
住
ん

で
い
る
の
に
、
私
が
知
ら
な
か
っ

た
情
報
が
い
っ
ぱ
い
で
、
毎
日
が

驚
き
の
連
続
で
す
。
そ
し
て
改

め
に
思
う
こ
と
は
「
地
域
文
化

や
伝
統
が
多
彩
で
、
自
然
に
あ

ふ
れ
る
八
女
は
本
当
に
素
晴
ら

し
い
」。
そ
ん
な
八
女
の
魅
力
を

ど
ん
ど
ん
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
紙
面
作
り
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｓ
）

✚４月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますの
で電話で確認してください。

４日（日）
●草場内科循環器科（納楚）23・5171
●中村内科医院（立花町）37・1601
●高山歯科医院（筑後市）0942・53・2728
１１日（日）
●麻生医院（宅間田）23・5800
●木屋診療所（黒木町）42・0071
●大淵歯科医院（本町）23・4823
１８日（日）
●黒岩外科（日の出町）23・2858
●岡村医院（立花町）23・2770
●山下歯科医院（広川町）0942・52・3819
●江崎耳鼻咽喉科（筑後市）0942・53・2347

２５日（日）
●大内医院（酒井田）24・1398
●中島医院（黒木町）42・0235
●おおくま歯科医院（立花町）22・3550
●冨田眼科（本村）23・3455
２９日（祝）
●中野内科循環器科（吉田）25・3010
●耳納高原病院（星野村）52・3135
●はまさき歯科クリニック（広川町）32・7800
救急指定病院
●公立八女総合病院（高塚）23・4131
●柳病院（吉田）23・2176
●川﨑病院（納楚）23・3005
●馬場病院（広川町）32・3511

る
ー
ち
ゃ
ん
、お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

元
気
に
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
！

「
あ
ぁ
〜
生
ま
れ
な
が
ら
に
ミ
ス

ニ
ッ
ポ
ン
‼
」

和
希
♡
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
‼

た
く
ま
し
く
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
♥

好
奇
心
旺
盛
な
日
菜
乃
ち
ゃ
ん
。

い
つ
も
可
愛
い
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
♡

中川原 琉
る か

香ちゃん

川原 颯
さつ き

稀ちゃん

原 和
かず き

希ちゃん

清水 日
ひ な の

菜乃ちゃん

Ｈ21年４月16日生（北川内）

Ｈ21年4月24日生（兼松）

Ｈ21年4月30日生（馬場）

甘
え
上
手
な
り
ー
ち
ゃ
ん
♡
い
つ
も

笑
顔
で
元
気
い
っ
ぱ
い
で
〜
す
‼

い
つ
も
元
気 

笑
顔
の
み
ー
ち
ゃ
ん

大
好
き
！
兄
弟
仲
良
く
育
っ
て
ね
。

可
愛
い
い
っ
ち
ゃ
ん
。
ご
飯
を
沢
山
食
べ

て
元
気
に
育
っ
て
ね
。
大
好
き
だ
よ
！

い
つ
も
や
ん
ち
ゃ
で
甘
え
ん
坊
な
マ
ッ
キ
ー
♡
こ
れ

か
ら
も
元
気
に
ス
ク
ス
ク
成
長
し
て
い
っ
て
ね
☆

み
ん
な
奏
太
の
笑
顔
が
大
好
き
だ
よ
。

元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
ぁ
れ
。

帆
波
ち
ゃ
ん
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

元
気
で
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
。

中村 莉
り り あ

々亜ちゃん

星野 瑞
みず き

葵ちゃん

古賀 苺
いちご
ちゃん

下川 真
ま き と

暉人ちゃん

中村 奏
そう た

太ちゃん

大石 帆
ほな み

波ちゃん

Ｈ21年4月9日生（吉田）

Ｈ21年４月16日生（酒井田）

Ｈ21年4月26日生（蒲原）

Ｈ21年4月13日生（高塚）

Ｈ21年4月18日生（上横山）

Ｈ21年4月27日生（室岡）

Ｈ21年４月２日生（南馬場）

市
民
と
と
も
に
～
伝
統
と
躍
動
の
未
来
都
市
～

こ
の
広
報
誌
は
環
境
に
や
さ
し
い
再
生
紙
、大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す


